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The Japan Meteorological Agencyhas developed a digital telemetered network in 

central and northern Japan to monitor local seismicity and toshorten a time for 

tsunami warning service， with a recording and' analyzing system a t each' regional 

center. The system is common to process seismic data including tsunami warning 

data and meteorological data dispatched from weather stations belonging to each regi-

onal cent e r . 

As shown in Fig.l， this system is duplex and composed of four central pro-
cess i ng uni t s : two f ron t end processors (F EP) ， and t wo main processors (one is 

the host processor and the other i s a standby processor). 

The meteorological and seismological telegram data are processed by both the 

π13S ter and slave FEPs in order to prevent lQse of da ta due to machine trouble. 
-0 

The FEPs are also in use for gathering earthquake records. 

Specifically， the processors continually evaluate signals." teleme tered from w白山町
s.1ations， and transmit seismic signals exceeding preset triggering levels to pen-
recorders and a magnetic disc. The earthquake records from the pen -recorders are 

used for the rapid determination of the earthquake parameters， and the digital sei-
smograms stored on the disc are used for more precise interpretation of the earth-

quake records. 

The urg"ently' required readings of the P and S wave arrival times and白emaXlmum 

amplitude or the telemetered seigmograms are made using an X-Y digitizer under 

the control of the standby processor. A rapid calculation of earthquake parameters 

i s also performed by the stahdby processor. When the standby processor i s down， 
the high priori ty task of the tsunami warning service i s performed by the master 

processor without in ter ruption. 

A graphic display in the system plays an important role in the tsunami warning 

service. On the basis of an operator-computer interactive technique，the rapid 
determination of earthquake parameters and grade magni tude of the tsunami， and 
emergen t transmission of tsunami messages to relevant divisions in JMA and 

• Received J an. 11， 1982. 
日気象庁地震課
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others i s made. 

Digital seismograms obtained at each regional data center are daily transmitted 

to a nationa1 data center in J MA  through the meteorological data transmission 

system of JMA， and are interpreted by a computer in the national center. 
Tes t runs for the system conducted by the staff of the Seismological Division have 

already demonstrated .that the tsunami warning service is more efficient. 
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~ t まえがき

67型および 76型磁気テープ記録式地震計(以下

67型 76型と略称)の全国展開と磁気テープ記録

の自動処理装置の設置・稼働Kより，気象庁の地震

観測網の検知力は著しく向上し，国内K発生する規

模 (M)3以上の浅発地震はほぼ完全K震源要素が決

定できるよう Kなった.(市川， 1982). 

しかし，磁気テープ処理や観測結果の報告が匂単

位で行なわれているため，最終震源要素計算が完了

するのは，地震発生後 1か月--1か月半のちである.

小さな地震に対してまでも，即時的監視が社会的K

要求されている現在 1か月以上あとでなければ最

終的震源要素が求められないのでは，地震検知能力

が向上したとはいえ問題である.これを解決するた

めKは，観測結果の処理を匂単位から日単位K切換

える必要があり，これがためKは67型 76型の記

録を解析中枢(管区気象台)VLテレメータしなけれ

ばならない.この見地から気象庁は 67型 76型の

記録の管区気象台へのテレメータを昭和 54(1979) 

年から開始した. また，同時K管内の若干の官署の

強震計の記録も各管区気象台へテレメータする.こ

れは 67型・ 76型，強震計のテレメータ記録Kよ

りMを含めた地震要素の緊急決定や津波予報業務の

ための時間を短縮し，かつ，決定の精度を向上する

ためである.

トリガ一方式Kより地震記録を行っている 67型，

76型がかかえる問題は，人工的雑微動記録を多数テ

ープK取込んだり，他地点では収録できない極局発

地震やハッパの記録を数多く取込んでしまうことで

ある.今回のシステムでは，複数地点Kよる地震識

別方式を採用し，この問題の解決をはかった.

本報告では，当該システムの地震識別方式と試験

運用期間Kおける識別成果，テレメ』タ記録の処理

手J!百ゃ緊急震源要素・津波予報業務手ldと，これら
* K関連した言↑算機フ.ログラムなどKついて述べる.

-作業手順やプログラムは必要K応じ随時変更・修正・改

良される.

~2 地震資料伝送網と処理の流れ

昭和 54(1979)年度から全国展開が始まった気象

資料伝送網整備と並行して，地震資料伝送網の展開

も行なわれるよう Kなった.すなわち 67型 76

型および強震計記録は所属する管区気象台(地方中

枢)VLテレメータされる.地震波形(以で波形と略

称)の伝送は，主として， Coded Decimal Faximile 

(以降CDFと略称)回線を使って行なわれるが，こ

れが通っていない宮署は CDF回線の来ている最寄

りの官署まで波形伝送用の回線を設けそこの CDF

回線Kのせるよう Kしている.

地震計出力は 1mv単位 60Hzでサンプリング

されPCM(Pulse Coded Modulationの略)方式で各

地方中枢まで伝送される.伝送された波形は各地方

中枢の Local-Automatic Data Edi ting and Swi tch-

ing S'ystem (以下L-ADESSと略称)VL設置され

ているマイクロコンピュータ(俗称SIP)VL1デー

タおきK記憶させる(もし，データ K不都合があっ

た場合は 1つうしろのものを取り込む).-1秒間分

のデータ，すなわち 30個のデータがSIP VL貯め

込まれた時点でこれを L-ADESSの Front End 

Processor (以降FEPと略称)VL送り出し，地震か

雑微動かの識別処理を行なう (Fig.1参照).

地震と判定された場合，その時点から42秒間前の

データを SIPから取り出し，地震波形収録磁気disc

k転写し，引続いて 2分18秒間分のデータをdisc中

しp(; -1 

地護

~'ig. 1. Block diagram of the present system. 

日詳細は損1]候時報 48，1-2号参照.
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K貯め込む.地震でないと判定された場合，次の 1

秒間のデータがFEPvc送り込まれる.このデータK

ついて識別処理が行なわれる.また， SIP内K記憶

されている一番古いデータは， トコロテン式K押し

出され消える.この識別処理プログラムのアノレゴリ

ポムは S3.で述べる.

地震と識'月Ijされると波形収録 fi1evc 3分間のデー

タが収録されるほか，ペンレコーダが駆動し，各地

の記録が出力される.このペンレコーダKはSIPを

通じて，常時，各地の記録が送られて来ているので

ある地点(複数)で地震が検出されペンレコーダが

駆動すると波形 fi1evcは収録されない地点の波形デ

ータもペンレコーダKは出力される.

このペンレコーダ地震記録は，各地から送られて

くる59型地震計や強震計の緊急験測電報データと一

緒忙して，緊急震源要素決定や津波予報業務K使用

される.そのほか，この記録は定常的K験担1]し，波

形収録 file中の波形データと結合・編集し全国中枢

である気象庁地震謀VC，Center -Automatic Data 

Edi ting and Switching System (以降C-ADESSと

略称)vc 1日分まとめて定期的K伝送する.また，

地方中枢ではこの定常験測結果を使って震源要素計

算を行ない，管内各地の地震活動を準実時間的監視

をする.

各中枢から伝送された波形データと験担Ij結果は，

本庁地震課の地震記録自動験測装置Kより即日精密

再験測される.この精密験測結果と電報報告される

59型などの地震計験測結果とを併用して震源要素

を計算し，即日，その結果を地方中枢K還元する.

Sa 地震識別処理とその結果

上記のようvc67型や 76型，とく K前者の地震識

別成功率は低い.両者とも観測点毎K地震識別を行

っているため，'S/N比の大きな地点では，その付近

.VC発生する極局所的地震やハッパKよる震動を多数

収録している(市川ら" 1979) . 

地震識別成功率を高め，かつ，震源要素計算への

貢献度を上げるため，今回のシステムでは複数地点

トリガ一方式を採用している.次に地震識別の手順

Kついて述べる.

本システムでは，ある地点でそれが地震であると

判定するためKは，次の 3条件のうちの 2つ以上を

同時K満足していなければならない.

ある時点から10秒間の入力信号から

1) P eak -Peakの平均振幅を求め，これKある係

数を乗じたものを thresholdとする.この threshold

以上の peak-peak振幅がN+1回のうちN回 (Nは

地点毎K異なるが6前後の値)出現した場合，地震

信号とする.この方法を仮り vcP法と呼ぶ.

2) 10秒間の入力信号の絶対値のをそれぞれ3つ

おきK加算する. 3組の合計値のうち，中央値Kあ

る係数を乗じたものを thresholdとする.以降 1秒

毎K同じ手順で中央値を計算し，この値がthreshold

を越した場合を地震信号到着とする.この方法を仮

りvcM法と呼ぶ.

3) ある時点から10秒間の入力信号の絶対値の和

の平均Kある係数を乗じたものを振幅の threshold

とする.入力信号の絶対値がこの thresholdを越え，

さらKそれ以下となるまでの時間間隔が，地点別K

設定された threshold( 0.4秒前後)以上である波が

N+1回のうちN回発生したならば，地震信号到着

とする (Nも地点毎K異なるが 6前後である).この

方法を仮り vcOと呼ぶ.

この 3方法はFEPの主・副両機K記憶させ， SIP 

から 1秒単位で入力される信号を，次の手順で処理

し地震識別を実行している (Fig.2)~

1) 各地点の threshqldをクリアしえ parameters

を初期化する.

2) 設定された時刻内Kある場合は，それから10

秒間の入力信号から DC offset (直流分)を求める.

この時刻からはずれている場合は，次の手順K飛ぶ.

このDC offset計算は原則として 1時間 1分 3

秒ごと K行なうよう Kなっている.

3) 入力信号からの直流分の除去を行なに

4) 2)の処置をした場合は，次の10秒間のデータ

から上記3方法K使用する振幅 thresholdの計算を

実行する.

5) 1秒単位で地震識別作業を行なにある地点

で地震信号を検出したか調べ，若し検知していなけ

れば， SIPからの信号入力を待つ.信号入力と同時

* Fig.2の、右側の数字は，以下の手順番号Kほぼ対応して
いる. (これ以降tてあらわれる流れ図についても同じ)
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Fig.2. Flow chart of proc巴duresf or de tec ting a seismic 

signal. 

Y yes， N no. 

K識別作業K入る.地震信号を検出したならば6)VL

移る.

6) 地震の検出がN地点以上で行なわれたか否か

調べる.N点以上であったらば 7)VL移る.

N点未満ならば地震検出信号が出ているか否か調

べる.出ていなければ，この信号を出して3)VL戻る.

信号が出ている場合は，この信号.を出してから T秒

以内であるか否か調べ以内であったらば3)VL戻る.

T秒を越していれば，この信号を消して3)VL戻る.

Nは 3 (特点の地点の場合は 2)，Tは各地点聞の平

均距離Kより異なり 15-20秒としいる.

7) 地震を検出した地点がN点以上か否か調べる.

N未満の場合は信号を検出した地点だけ，またN以

* 上の場合はそれらの地点が関係Lている区域内全地

点の入力信号を，N地点で地震信号を検出した時点

の42秒前のデータから計3分間の波形を地震波形収

録 fileVL転送する.同時VL，これらの地点の関係す

$詳細は~ 4.参照、.
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るペンレコーダを駆動させる Nの値は区域Kよっ

て異なり，一般VL4以上である.

8) 3分間の波形収録が終ると 1)VL戻る.

以上の処理は地点数最大40で， 200msのうちK終

了する.

上記手順はFEPの主・副両機て何時に実行されてお

り，両機が同時K故障しない限り，識別作業は連続

的K行なわれる.東京L-ADESS正式運用開始以

来約 1年になるが，両機が同時K故障したことはな

FEPは連続的K稼働しているため， 識別プログ

ラムや各種パラメータの一部変更は， i)稼働中の

副機を一時止め，プログラム等の変更を行ない，

ii) これを再び動かして安全を確かめたうえで，正

機と副機の入替えを行な¥，" 刷新らしく副機とな

ったものKついて同様の手直しをする と言った複

雑な操作をしなければならない.このような手直し

作業は，気象資料伝送関係では毎週定期的K行なっ

ているようであるが，地震識別!の場合はthreshold用

パラメータp その他の適正化が終るまでは，数回の

手直しが必要であるが，その後は殆んどこれを必要

としない

S4. 新方式による地震識別の成功率

東京管区気象台管内では北陸系を除いて 67型，

76型と強震計のテレメータ化が昭和55(1980)年度

末K終り，昭和56(1981)年 4月から試験運用して

L 、る

東京管区内の場合は，全域を択の 4区域K分けて

地震識別を行っている.

区域 1 東京・館山・銚子・秩父・熊谷・前橋・

宇都宮・柿岡・水戸・横浜・鎌田(以上

11地点)

区域2:鎌田・網代・飯田・岐阜・津・尾鷲・浜

松・静岡・御前崎・八丈島 ιl上10地点)
区域3:松代・松本・岐阜・金沢・敦賀・高山・

福井・飯田(以上8地点)

区域4:相川、新潟・高田・輪島・松代・松本

(以上6地点)

また，択の 2地点で地震を検出した場合は地震と

してL、る.
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柿岡・新潟，柿岡・秩父，柿岡・鎌田，秩父・松

本，秩父・鎌田，鎌田・飯田，鎌田・松本，松本・

松代，松本・敦賀，松本・飯田，飯田・敦賀，敦賀

・新潟，新潟・相川，尾鷲・敦賀(最大20組までセ

ット可能である).'

本年度末Kテレメータ化される札幌・仙台両管区

気象台の場合は，それぞれ次のようKなる予定である.

札幌

区域1.:稚内・旭川・旭川1.2・留萌・網走(以上
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2・浦河(以上7地点)
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2・浦河(以上7地点)
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2地点組合せは

釧路2・根室， &111路 2・網走， &111路 2・広尾2，

広尾2・浦河，旭川12・稚内，旭川12・網走，室蘭

2・浦河，室蘭2・函館，本荘・浦河，札幌・寿都

Oct 5ept 

Fig.3. Success rate and the number .of .earthquakes 
picked up by the sys tem. 

Aug. July May June 

1980 

Apr Mar. 

功率は63%となる.また，上図は日別収録地震記録

数で，その平均は13である.当該地域の各地点の67

型， 76型の地震識別成功率が平均して30%程度であ

る(市川ら， 1979)ことと比べると，今回のシステ

ムの成功率は著しく向上していると言える.

Fig・4はノイズを地震と判別した場合の度数を時

間月IJvc調べた結果を示すものである.誤判別の発生

仙台

区域 1 根室(thresholdを高くし，ここで地震

識別された場合は全地点の収録を行なう.

すなわち，北海道東方沖以北の大地震用

である).

区域2:青森・青森2・八戸・盛岡・宮古・大船

渡・大船渡 2 (以上7地点)

区域3:青森2・秋田・本荘・山形・山形2・酒

田(以上6地点

区域4:大船渡・大船渡 2・石巻・山形2・白河

・小名浜(以上6地点〉 率は，人間の社会活動と似ていることがこの図から

わかる. 7時--9時K現れているピークは，ノイズ

レベルの低い朝 7時半以前K実行された振幅 thre-

sholdの評価が，人聞社会の活発化K伴なうノイズ

レベルの急増K対して低く過ぎることK起因する.

この結果K基づいて 5時--7時の時間帯K行なう

thresholdの再評価の際，平均ノイズレベルK乗ずる

係数の値を通常の2--3倍Kするようプログラムを修

正する予定である. これKより，成功率はさらK向

上するであろう.

雑微動Kよる誤判別を避けることが出来るよう K
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2地点組合せ

八戸・青森2，宮古・八戸，宮古・大船渡 2，青

森2・大船渡 2，青森2・本荘，‘青森2・山形2，

本荘・山形2，大船渡2・石巻，白河・白河，山

形2・白河，白河・大船渡 2，大船渡2・山形2.

昭和 56(1981)年4月から同年 10月までの期間VC，

東奈で得た結果Kついて?xvc述べる.

Fig.3の下図は当該期間の日別地震識別成功率

(地震識別回数/全収録回数)・を示すもので， 日別

成功率の平均は80%であるが，全期間を通しての成
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Fig.4. Hourly number of noise records picke.d up by the 

present signal -noise discremination system. 

なっても，必要な地震動も落してしまっては困る.

この観点から本システムはどの程度地震記録を落し

ているか調べた.

現在の 67型・ 76型が昭和 56(1981)年4--10月

K記録した全地震のうち 423を当システムは落とし

ているが，これらの大部介は地震計倍率の高い秩父

だけで記録したもの'である. このうち 2観測点

で記録がとれているものは句例 3地点以上で記

録されているものは 5例であることがわかった.こ

の結果は，いわゆる unassociateddataの数を減ら

し，震源要素計算貢献度を高めようとする意図を満

たしていることを示している.

67型・ 76型磁気テープK記録・されなかったが，

新システムが収録した地震回数は 2地点で波形

f ile-VC dataを収録した場合が314例 3地点以上

の場合が 110回ある.前者の大部分は柿岡と秩父K

よるものであるが，波形 file vcは収録されなかった
がペンレコーダ上から他の地点のP又はSの発震時

が験測されるか，あるいは松代から対応する地震の

データが得られた場合は，震源要素計算対象とはな

る.又，隣接管区気象台からのデータと結合して，

震源要素計算対象の地震Kなるかもしれないので，

2点だけでしか記録の得られなかった場合，その取

扱いをどうするかはデータの蓄積をまって決めるべ

きである.

上記のよう K波形収録filevc収録はされなくても
triggerがかかりペンレコーダが動けば，同一記録

紙上Kは関係観測点の記録が出力される.これらの

記録からP，5の発震時刻が験測可能なものは総て

験測し，全国中枢K伝送する.全国中枢では全管区

から伝送されたデータや59型の験測結果を併用して

震源要素計算を行なにおそらく，地震検知力は現

在よりも改善されるものと考えている.

ちなみVC，その決定精度はさておき，東京システ

ムだけで震源要素の決定できた数は， 5月109(169)*

6月95(136)， 7月 127(169)， 8月149.(170)，9月

121 (162}， 10月156(172)， 11月94( 130)，計841

である.この数字は同期間K最終決定された全国地

震震源要素数の約 65%κ当る.

~ 5. 緊急震源決定・津波予報業務

有感地震又はそれK相当する規模の地震が日本と

その周辺K発生した場合の新システムKよる緊急、震

源決定・津波予報作業の手順Kついて述べる.

緊急震源決定対象の地震が発生すると，ペンレコ

ーダK地震記録が出力され，地震観測実施官署から

地震(非常)電報がC-ADESSを経由して L-AD-

ESSの地震関係報 filevc収録される. これらのデ
ータは次の手順で処理され，地震(津波)情報や津

波警報が出される (Fig.5)ヤ
1)ペンレコーダめ記録をX-yリーダー (x-

y digitizerが正式名称)vc貼付し，P， 5発震時，

強震計上の最大振幅を験測する(強震計の記録は水

平2成分の合成値). 験測の手順はP.8参照のこと.

必要な場合は隣接管区気象台K験測結果を緊急自動

配信する.

2)地震関係報 filevc収録されている地震電報を
呼出す.同時vcX-yリーダで緊急験担Ijした結果も

取込まれる.

3) これらのデータを使って~ 6.で述べる手順で

震源要素計算する.

4) 必要な場合は津波判定作業を行なう.目その手

順は~ 6.を参照

( )内は地震月報発表の震源、要素数

Fig.5.の右側の数字は，下記手順番号にほぼ対応する.
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Occurrence of an Earthquake 5) 判定結果を~ 7.の手順で関係部課，機関K自

Reading of P and S Tir日 s，and 動配信する.
Maximum Amplitudes 

E:xtraction of Telegram Data of 
the Event dispat~hed by Seismic 
Stations stored on a Data ~ile 
of the System 

Rapid Determination of Hypocenter 

Determination of TsunamユGraoes

2 

3 

4 

6)以上の諸作業終了後，入電した全データを使

って再度震源計算し，その結果K基づいて地震(津

波)情報文を自動作成して発表する.

緊急震源決定K使用するデータは，次の手順で作

成する (Fig.6) . 

1) ペンレコーダ記録紙を x-yリーダK貼付す

る.この際，各記録紙の一番上の地震記録のゼロ線

を， X-Yリーダの基準線 CFig・17)vcなるべく正
確Kあわせて貼る.

2) d i scの loadmoduJe library (L-LIBと略

称)VL収納されているプログラム呼び出したり，当

該計算K使用する入出力装置を指定したりするため

5 の一連のカード(以降JCL*と略称)をカードリー

ダから入力する.
6 

3) ブザーが鳴り，

ハツシンジジドウトリコミ YES=1 NO=O 
Fig.5. Flow chart of procedures for rapid determination 

of earthquake parameters and tsunami warning 

service by the present system. 

2 8 

10 

11 

12 DMO 

. 巴iPtc引刷

14 

15 

16 

N 

17 

Fig. 6. F low chart of procedur巴sfor producing data for rapid determination of earthquake parameters. 

• J ob Control Language (cards)の略

-8ー
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とgraphicdisplay ~ message が出る(以下単K

displayされると書く). 1，すなわち，計算機の時

計から現在時刻を取込まないことを指示すること，

4).KEY-IN DATE AND TIME 

のmessageがgraphicdisplay VL出力される. 次

VL，日日時時分分の 6数字を graphicdisplayのkey-

boardから入力する(以下断らない限り keyinは

graphic displayの key-board から行なうことを意

味するに次vr，

5)ソウサノ カクニン OK=1 ヤリナオシ=0

とdisplayされるので，誤った数字あるいは一部修

正したL、場合は O をkeyinすると， 4) vc戻る.
誤りのない場合は 1 をkeyinすると 8)VC移る.

6) 3) で 1 をkey.inすると，

フンイオ KEY-BOARD 力ラ イレロ

とdisplayされるので，発震時刻の分位を 2ケタ

の数字 (0--9までの数は 00--0ヲと Oを必ず付け

る)を keyinする keyinした分位の値K応じて

日時も自動修正してくれる.修正の範囲は59分以内

である. 60以上の数を keyinするとめに戻る.し

たがって， 3)の手順で 0 をkeyinすべきところ

を誤って 1としてしまった場合，次の手順で60以上

の数字を入れ3)VC戻し oをkeyinし直すことが
出来る.

7) 6)で介位の数字を keyinすると，発震日時

分がdisplayされる.ついで，

ソウサノカクニン OK=1 ヤリナオシ=0

とdisplayされるので 1 をkeyinすると 8)

へ oをkeyinすると 3)vcそれぞれ移る.
8)発震日時分の取込みが終了すると，

X-Y 1)ーダ ツカウ=1 ツ力ワナイ =0

マエノケツ力ヲツ力ウ=2

.と displayされる.

x -yリーダを使用しない場合は 0，使用して験

測する場合は 1 (通常は 1VCなる)また，当該記録

紙の験測は終っている場合は 2 (たとえば， x-
Yリーダの験測結果だけ，あるいはそれK若干の電

報データを加え，緊急的K震源決定を行ったが，新

らしく入電した電報データも加えて震源再決定を行

うような場合，験測結果は discのある場所K記憶さ

せてあるので 2 をkeyinすればこの験測結果を

取出せる・.ただし，記憶されている験測結果K新ら

しく験測したものを追加することは出来なLうをkey

inする.

9) 8)で 1 をkeyinすると，

ニチ (DD) ジ (HH) フン (MM)ヲ メニュ

ー ノ スウレツ力ラヨミコマセヨ

とdisplayされるのでX-yリーダの上部K貼付し

てある英・数字・指示事項記入の紙面(Figol7 ) 

(一般Kメニュと呼ばれている)の数列の適当なと

ころVCX-yリーダ用十字カーソノレ盤を置いて，そ

のZキーを'， 6回繰返し押して，記録紙上K記入され

ている一番早い時刻を入力する (X-yリーダ，メ

ニュ Kついては~ 26で説明L

10)日時分がX-Yリーダから入力されると，そ

の{直が displayされ， 5)と同じよう VC，

ソウサ.ノ カクニン OK=1 ヤリナオシ=0

とdisplayされる. 0をkeyinすると， 9) vc，ま
た 1 を押すと 11)vc移る.
11)キロクシノ〈ンゴウ X シジセヨ

とdisplayされるので， 験測対象の記録紙K印字

されている英文字(又は数字)をメニュから入力す

る.次K

12)タイムマーク イチ シジセヨ

とdisplayされるので， メニュから読み込ませた

日時分K対応する分マークの位置をX-Yリーダ十

字カーソノレ盤Zキー(以下単VCZキーと略称)で指

示する(第12チャンネノレは時刻用である.各地点の

上下動成分記録Kも分マークは入っているが， 12チ

ャンネルの中の分マークを使うこと).次VC，

13)ノ、ッシンジコク ノ ヨミトリ ハジメ マ

ヅイソウメイシジツギニツヅケテノ、ツシン

ジテン.オ，シジセヨ

とdisplayされる X-yリーダのメニュ忙はP，

S，X，P-Fの指示事項が記入されている.緊急、験

損IJの場合はPとSと最大振幅(これは強震計記録か

ら験測する)を験測すればよいので P又はSの位

置vcZキーを置きこれを押下げる.つづいて，各記
録上の対応する位相の発震時点を順次 Zキーで指

示する.はじめK指示した位相名Kついて験測が終

了したならば，引続いて次K験測すべき位相名をメ

ニュから読込ませ，対応する発震時点を順次指示す

-9-
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る.験測する位相の順序，観測点の順序は不同であ

る.いずれも，何度繰返してもよいが，最後のもの

が採用される;一枚の記録紙Kついて験測が終了し，

引続いて他の記録紙Kついて験測を行なう必要があ

るときは，メニュ上の記録紙交換 (charigerecord) 

のところをZキーで指示すると 13)のはじめK戻る.

全記録Kついて験測が終了した場合は，験測終了

(End of Interp.)のところを Zキーで指示する.

ついで，

14)キヨウシンケイキロク ヨム=1 ヨマナイ=0

とdisplayされる o をkeyinすると17)へ移

る. 1 をkeyinすると，

15)カクキロク ノ ゼロセン トサイダイシ

ンプク ヲ ジユンジシジセヨ

とdisplayされる. X-yリーダK貼付した強震

計記録の O線と最丈振幅を，順次 zキーを使って
指示する.一地点~.ついての験測が終ると，記録紙

上の記録線番号(上から 0--12) と測定結果がライ

ンプリンタK出力される.印字の際の音と zキー
で指示したO線と山の指示のタイミングが合ってい

るか告か確めながら作業を続ける.何かの拍子で，

O線又は山の指示がもれると，組合せがずれ，ある

線の山と，次の線の O線が一対となり，極端K大き

な振幅となってしまう.勿論40nnn以上K験測結果が

なった場合は，自動的K不採用となるが，このよう

な事態が発生すると，験測した積りでも実際はすべ

て棄却されてしまっているとLづ事忙なる.験測終

7は 13)と同様 zキーで験測終了のところを指示
する.

16)強震計験狽Ij終了を指示すると，

キンキユウハツシンスル=1 シナイ=0

とdisplayされる. 0 をkeyinすると 17)へ，

1 をkeyinすると 67型， 76型の験測結果と強震

計験測結果の編集が自動的K行なわれ，その結果が

ラーインプリンタK出力される，ついで，

ホンパン=1 クンレン=0

とdisplayされる.クンレンの場合は O を key

inすると地震電報(この場合の電報種類コードは明ク

ンソク")の末尾~..クンレン"の文字が挿入され

る. 1 をkeyinした'場合は m クンレン"の付かな

いクンソク電報が隣接管区気象台K自動配信される.

17) 14)で O を指示するか， 16)の手順が終る

と

デンポウデータ 了タラシクックル=0 マエニ

ツクツタモノ オツ力ウ=1 ナシ=2

とdisplayされる.地震関係報 file中K収録され

ている各地から送られた験測結果を呼出したL、場合

は O を，すでK必要な電報ずータが呼出され，disc

内K記憶されている場合(たとえば，すでK同じ地

震を電報データだけで震源決定を行なったような場

合)は 1 を，また，入電なしの場合，あるいは震

源計算K電報データを必要としない場合は 2 を，

それぞれkeyinする o をkeyinすると，地震

関係報 fileから 4)又は 6)で与えた発震時分土 4

分内K入る地震電報を引出し， displayする. 該当

データの引出しが終ると，

18)了ヤマリデータ マタハケイサンニ ツカ

ワナイデータオジョイスティックデシジセ

ヨ オワリ(ナシ)ハコノメッセージイチシジ

とdisplayされる. 2 ヂIJ~ 亘って display される入

電データのうち，誤り電報などがあったら graphic

display上K出ている十字カーソノレを， 消そうとす

る電報文の上K移し， カーソノレボタンを押す.誤り

電報の指示する必要が無い場合，あるいは指示が終

った場合は， displayされた指示messageの(ナシ〉

のところK十字カーソノレを移し， カーソノレボタンを

押下げる.この操作が終ると

19)ソウサノ力クニン OK=1 ヤリナオシ=0

とdisplayされるので O をkeyinすると，再度

電報データがdisplayされ， 18)の指示が出る 1

をkeyinすると，消去を指示したもの以外のデータ，

はdiscのあるところK記憶され，このアログラムの

実行は終了する.

手順18)で地震関係報 fileから必要なデータを呼

出す際，誤り電報のうちのあるものは，自.動的に適

正化，あるいは，一部データを捨てるなどの作業を

行っている.しかし，地点番号や震度識別記号など

が不適当な場合は，これを採用しなL、ょう Kしてい

る.また，地震関係報 fi1eの容量は 400KBあるの

で， 1000通以上のデータが記憶可能である (1通K

は 1--5地点のデータが含まれている). 経験Kよ

れば通常の状態では 1--2ヶ月間のデータを貯込め
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るが，必要なデータを引出すのK長時間かかるので，

毎日定期的K地震関係報 fileはクリアする必要があ

る

S 6. 緊急震源決定・津波予報作業手順

緊急震源決定用データ作成終了後，直ちに震源決

定用JCLを流すと

1)震源決定K使用する全データがラインプリン

タK出力され，引続いて

チヅセンタクセヨ キタ=0 チユウオウ=1

④ 

4.;.1 

4-1・1

4ート2

4-1.3 

4-1-4 

ミナミ =2

とdisplayされる oをkeyinすると，カムチ

ャッカ半島南部から九州一帯まで入った 1千万分の

l縮尺相当の地図が，また 1 を keyinすると

千島南部から沖縄列島南部までの地図 2 を key

inすると北海道から台湾南部までの地図が以降の

第 1 近似の震源要素決定用K使用される.次~，

2) 1)で指定されTこ地図上K各地の震度分布が表

示される.これで大勢をつかむ. 67型・ 76型の験

測結果の場合は，震度は表示されない.震度分布が

8 

4・2

9 

10 

4-3 

(A n<?w task) 

Fig・7. Flow chart of procedures for rapid determination of earthqu日keparallletersλnd t sunarni warning 

serVlce. 

P.O. playout， Ass: assign，日p.dct. : epicenter determimtion， 1'ro (or Iつ procedurじ， h focal 
depth. T:Tsunami， W.S.: warning scrvice， '1'.0. ('['.Os): Tsunami grade， I'r.(). :I'rint out， 
Ep. 'para. :巴arthquakeparamcters. 
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表示され終ると十字カーソノレが出る.十字カーソル

ボタンを押下げると，

3) シンゲンケツテイホウ オ シジセヨ 8-

P=Q Pダケ=1 P卜8=2 キンキユウ=3

とdisplayされる oをkeyinすると 4)へ〆 1
をkeyinすると 4-1)へ 2 をkeyinすると 4

-2)へ，また 3 をkeyinすると 4-3)へ移る.

s-Pを指示した場合は，S-Pから求めた震央

距離を半径とする円を graphicdisplay面上K観測点

を中心として措き，各円の交点の重心を震央とする

方法を採用したことを，また 1 を指示した場合

は，中心を十字カーソノレで決め，等P円を描かせ第

1近似の震央を図的K決めるか，発震時のほ Y等し

い2地点の垂直2等分線を何本か措き，その交点の

重心を自動的K求める方法を採用したことを 2

を指示した場合はPとSの発震時から origintime 

を求め，これから各地点Kおける P波伝播時間を出

しP円を描いて第 1近似震央を図的K求める方法を

採用したことを，それぞれ意味する.

上記3方法では震央要素が求められなかったり，

時間的K震源要素を求めることが出来ない場合Kは

3 を指示する 3 を指示すると，十字カーソノレ

がgraphicdisplay面上K出るので，震央と考えられ

るところKカーソノレを移し， カーソルボタンを押す

ことKより，その点が震央となる.

4)指示した地図が displayされ，同時K

シンゲン ノ フカサ (xxx) ヲ KEY-

lNセヨ

とdisplayされる. 震度分布などから適当な源源

の深さを仮定し，その値を 3数字(たとえば10Kmの

場合は 010，0 Kmの場合は 000)を keyinする.基

準走時表Kない深さ，たとえば 015(15 Kmの意味)

を与えると，

了タエタフカサハオ力シイ フカサオ

力エテヤリナオセ

とdisplayされる.正当な値を入れ直す.

5) 3)で 0，2を指示した場合s-p円あるいは

それK相当する円が displayされ，

シンオウオ ジョイスティックデシジセヨ

とdisplayされ，同時K十字カーソノレが画面上K現

れる. graphic displayのkeyinの右端Kある j0-

ystickと呼ばれている棒は，十字カーソルと連動し

ており，この棒を動かすことKより画面上の十字カ

ーソノレも移動する. また， j oystickの左上Kある 8

組の keyは十字カーソルの微調整用のものである.

この keyを1度押すと key面上K示されている方向

K 1点だけ十字カーソノレが移動する..~た key を

押したまま Kしておくと，同じ方向K連続的K十字

カーソノレは移動する.第 1近似の震央指示を目的と

する場合は，それほど正確さを必要としないが，こ

の徴調整用 keyを使えば，希望する点K十字カーソ

ノレを移すことができる.

j oystickや微調整keyを使って，第 1近似震央を

指示すると"この値とはじめK与えた震源の深さか

ら浅いほ号 K，基準走時表上で深さを 5ステップ分

づらしたものを最浅の深さ，また，それから10ステ

ップ分増した深さを最深の深さとして(たとえば，

はじめK与えた震源の深さが60Kmとするならば， 10 

Km--100 Kmの範囲)，その最浅かから最深の深さまで

深さを 1ステップづつづらしながら震央と oflglll

time の修正を行なう.修正された震源要素からS

-p又はPK対する観測値一理論値 Q、わゆる0-

C) --震央距離の分布図(以降o-c図と略称〉がー
displayされる.指定された深さの範囲Kついて，震

源要素の修正計算が終ると，各深さKついて行なっ

た修正計算結果から得られたS (O-CYln (九は

計算K使用したデータ数)のうちの最小値を持つ震

源の深さK対応する深さ番号が画面の最上段Kdis-

playさ才lる.

6) P lCK THE BE8T 80LUT lCN， xx 
とdisplayされるので， displayされた各深さK対

するo-C図から，表示された深さ番号を参考にし

て，最良と考えられる場合K対応する深さ番号を

key inする. 緊急、験測結果の精度は必ずしも良く

なL、ので，場合Kよっては何れが良L、か判断K苦し

む場合がある.一般K震央K近い観測点 (O-C図

の原点K近いところ)のO-Cのばらつきの小さい

ものを最良とするとよい.指示された震源の深さ番

号K対応する origintime ，震央を第 2近似として

この修正計算を行なう.その結果が画面の最上段K

displayされる.
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7) シンゲンケイサン ヤリナオストキノ、 1 オ

シナイトキハ O オ KEY-INセヨ

とdisplayされる. 他の方法，あるいは震源の深

さの範囲を変えて同じ方法で震源再計算したい場合

は 1 を，得られた震源要素を採用し次の処理K

移る場合は O をkeyinする. 1 をkeyinす

ると 3)vc戻る. 0 をkeyinすると 8 vc移る.
4-1) 3)で 1 を指示すると

トウPエンノ チユウシンオ ジョイスティ

ックデ了タエルトキハ O キ力イニマ

カセルトキノ、 1ヲ KEY-INセヨ

‘と displayされる. 3)で述べたよう VC，十字カー

ソルで等P同心円の中心を指示する場合は O 

計算機Kこれを自動的K決めさせる場合は 1 を

key inする.

4-1.1) シンゲン ノ フ力サ (XX X ) .オ

KEY-INセヨ

とdisplayされるので 4)と同じ操作をする.引続

いて各地のPの発震時(一番早い値を 00とし 99ま

で， 100以上はその値から 100をヲI¥.、た値が dis-

playされる).自動を指示した場合は，引続いて10

秒ごとの等P同心円がdisplayされる. 同心円の中

心が求められない場合はシンノウハキマラナイと

displayされ 3)vc戻る. joystick使用を指示した場
合は，

4-1.2) トウPエンノチユウシン トハ

ジメノエンノイチシジセヨ

とdisplayされる. そこで p発震時の分布から，

等P同心円の中心，すなわち，震央と，その付近の

1点を十字カーソノレで指示する.直ちK等P同心円

がdisplayさオLる.

4-1.3) シンオウ ハ ウマクキマツタ?

YES=1 NO=O オ KEY-INセヨ

とdisplayされる， 等P同心円の中心を震央とし

て差支えなL、と判断した場合は 1 をkeyin す

ると5)へ移る.不都合であるι考えられる場合は

0 をkeyinする.この場合

カクダイスル? シナイトキ=0 スルトキ=1

ヲ KEY-INセヨ

とdisplayされる. 地図のスクールを 2倍Kした

ものに(実際Kは地図は出なL、)，各地のP発震時を

displayし，等P同心円を描かせて震央を決めたい場

合は 1 を，そのままのスクール (1千万分の1)

で，再試行する場合は O をkeyinする. 1 を

key inすると，

4-1.4) 力クダイスルトキノ ゲンテン ノ

イチヲシジセヨ

とdisplayされ，十字カーソノレが現れる.その十字

カーソルの交点がdisplay原点K移り，かつ， 十字カ

ーソノレが作る 4つの象限のうちの第 1象限の区域が

2倍K拡大されるということを考慮して，十字カー

ソルを適当K移しカーソルボタンを押す.指示した

範囲内の観測点のP発震時がdisplayされ 4-1 ， 

4-1.1，4-1.2，4-1.3と同じ手順を繰返す.

4-2) 3)で2を指示すると 4)と同様，震源

の深さの要求があるので，適当な値を keyinする.

引続いて，各地のPとSの発震時からongmtime算出

が試みられる.これK失敗したときは， S-Pl法で第

1近似震央決定が試みられる.電報データ中K発震

時を 1分早く報告したものが含まれていると， ori-

gin time は決まり Kくくなるので注意する.ori-

gin time が求められると，これから各地のP波播

搬時間が算出され，S-p円相当の円がdisplayさ

れる.その後の操作は 5)--7)と同じである.

4-3) 3)で述べたよう VC，上記各方法で震源が

決まらなかったり，時間的K正規の方法では震源計

算が出来そう Kない場合， 3)で3をkeyinすると，

フ力サXXX ヲ KEY-IN ツヅイテ カー

ソルデシンオウオシクセヨ シンゲンケツ

テイ オワル

とdisplayされるので，適当な深さを 3数字 key

inする.ー引続いて十字カーソノレが出るので， これ

を適当な位置K移し，カーソルボタンを押す.十字

カーソノレの交点の位置が震央となる.

8) 震源が決まると，

ツナミヨホウサギヨウ オ オコナウトキノ、 1 

オシナイトキノ、 O ヲKEY-INセヨ

とdisplayされる. 津波予報作業を必要としない

場合は O をkeyinすると震央作業が終って次

のプログラムK対する JCLが流れる.津波予報作

業を行なう場合は 1 をkeyinすると，

津波判定図がdisplayされ， 各地の最大振幅がこれ

-13ー



60 験震時報第 46巻第 3-4号

~ plotされる.続いて最大振幅から予想される津波

規模が displayされ， 同時K十字カーソノレが現れる.

カーソノレボタンを押すと，地図が displayされ，最大

振幅から求めた津波規模が displayされる(0 :津波

無し 1 津波オソレ 2 津波 3.大津波)一

次~，

ツナミキポ(1ナシ， 2チユウイ 3ツナミ， 4

オオツナミ)ヨホウクイキ (Xx) KEY-IN 

シティオワリ:99 KEY-IN 

と display される(地図上~ displayされた数字と

異なること K注意.プログラム上，津波注意報・警

報が出ていない海域を O としてあるので，地図

上~ displayされたものと keyinする値を一致させ

ることは出来なかった).引続いて

a) クイキXX

とdisplayされるので， 注意報・警報などを出す

海域番号を 2ケタの数字でkeyinする. 次K

グレード×

とdisplayされるので，必要な数字を入れる.

この 2つの要素が正しく keyinされなL、場合，た

とえば担当海域番号以外のものを keyinすると，

ソウサ， 了ヤマリ

とdisplayされ， 十字カーソノレが現れる. そこで

カーソノレボタンを押して，十字カーソノレを消し，正

しい値を keyinする.正しい値を入力すると，対応

する海域のところ~，ツナミナシ，ツナミチユウイ

又はツナミと，海域番号がdisplay'される. dis-

playされた結果が意図していたものと異なるときは，

再度，適当な 2要素を keyinし， displayされたも

のから keyin事項を確認し次の手順K移る. 入れ

るべからぎる海域K対して keyinしてしまったこ

とがわかったならば，対応する海域番号を keyin 

し，グレードKは O をkey in すると，前~key

inした事項はキャンセノレされ地図上からもその海域

番号と津波グレードが消える.必要な海域K必要な

事項を keyinし終ったならば 99をkeyinする.

引続いて

10)ソウサニ了ヤマリナイ? ナシ=0 了

リ=1 テキトウナ了タイオ KEY-IN

セヨ

とdisplayされるので， 9)で得られた図を見て，

自分の判定結果と key-inしたものとが一致してい

るか否か確める.誤りがあったらぱ 1 をkeyin 

すれば 8)~戻る.誤りが無ければ O をkeyin 

する.確認した事項が discのなかに記憶され同時K

ラインプリンタKも出力される.次の作業のJCL

が自動的K流れる.disc ~記憶された事項は，択の

津波警報の自動配信(解除の場合にも使われる) ~ 

使用される.

~7. 津波警報文の自動配信

津波警報作業が終り，注意報又は警報発令準備が

整い，注・警報発令用プログラムが CPU*~取込ま

れる (lood)と，

1)ジドウハツシン=0 ウチコミ =1 タンレ

ン=2

とdisplayされる.

0をkeyin， すなわち，ジドウハツシンを指示

した場合は緊急震源決定作業で準備した結果K基づ

いて，必要な注意・警報が必要な箇所(iLL-ADESS 

地震端末から自動的K配信される.

1 ， 2 をkeyin，すなわち，ウチコミ又はクン

レンを指示した場合は，緊急震源決定・津波予報作

業で準備したと同じ要素，すなわち，発震日時分，

震央.経・緯度，震源の深さ，注意・警報対象海域番

号と津波規模などを keyinし o を指示したと
同じよう K自動配信させられる. 2を指示した場合

は，注意・警報文の適当なところ(iL"クンレン"が

入り，この文は訓練Kよるものであることを示す.

2) 1)でし 2をkeyinすると

ENTER DDHHMM 

とdispldyされるので， 発震日時分を適当 ~6 ケ

タの数字を入れる. 999999を入れると，このプログ

ラムは正常終了する.つづいて，

3) ENTER XXX. Xyy. YHHH 

とdisplayされるので適当な震央の経度・緯度と震

源の深さを与える.震源の深さとして 900以上の値

を入れるとシングン報は発信されない.これは遠地

津波警報のときのものである.震央の経・緯度は

11 0 0 E --1600 E ， 150 N --600 Nの範囲Kなければ

ならない.この範囲外の値を keyinするとJ

Central Processing Unit (中央処理装置)の略

-14ー



L-ADESS地震端末Kよる地震データ処理一市JlI 61 

@ 

2 

くEnd ) 

3 

4 

Fig.8. Flow chart of procedures for transmitting 

tsunami warning messages CT.W.M.) 

X.Y.H. longitude and latitude of epicenter， 
and focal depth. 

MISKEY-IN，RETRY 

とdisplayされる.再度，適正な値を keyinする.

4) 3)の手順が終ると S7.の8) と同じ津波予報

海地区分線入りの地図と，震央を示す×が display

されるので，同様の手続きで海域番号・津波規模を

順次入れる.海域番号として 99をkeyinすると，

S 7.の10)と同じメッセージがdisplayされるので，

S 7.10)の手順と同じ操作を実行する.

5) 4)が終ると，

テイセイナシ=0 テイセイ =1 力イジョ=2

あるL、は，

イツポウ=0テイセイホウ=1 力イジヨホウ=2

とdisplayさオLる.

0をkeyinすることは，電報の header中K指示

事項テイセイを付けず，注意・警報文を発信するこ

とを意味する.又 1 をkeyinすると，上記hea-

derの指示事項Kテイセイを入れて注意・警報文を発

信することを意味する.東京管区気象台の場合，す

でK出した注意報を警報K格上げした場合K限りテ

イセイを付ける.外部機関K出す警報文Kも同様の

主旨の文が含まれる. 2 をkeyin すると~ 7の8)

--9)あるいはS8.の3)--4)で準備した事項K

基づいて，注意・警報K対する解除報が発信される

ことを意味する.

6) 5)の指示が終ると各種注意報文，警報文.とそ

れに関連した文がdisplayされ，同時Kラインプリン

タK出力され， C-ADESS I'L自動配信される.

外部機関K伝達する注意報文，警報文は，各管区

気象台で異なる， Tab. 1 VC札幌・仙台・東京・の各

管区気象台から出される警報文の 1例を示す.

7) 自動配信が終ると 2)VC戻る.
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Tab. 1. Exampl巴sof various tsunam i warning messages compi lcd by a computl'r. 
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L-ADESS地震端末による地震データ処理一市川

SPKA O69 LADS 3日123615

ヨ車ウりオミ bコリフ

....フ;，，，;， .... 

ト・ウリウ ヲt=.IJ;'リフh
ヨ車ウb
りフミテ・;"ワ字IJ+イヨZ
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412121714トウ車?子高ウ J トつ車つIキJ車363ト1427JO3自J3O2134Jフーレコ=

ga 地震濯波情報文作成

JCLを流すと，

1) EP LOCATION NAME? SKIP=O 

ENTER= 1 

とdisplayされる. 計算機が作り出す情報文中rtc，

震央地名を入れず，ラインプリンタに情報文が出力

されてから，入手で適当な地名を挿入する場合は

0，対話形式で震央地名を作り出しこれを情報文K

入れてラインプリンタK出力する場合は 1 を

key inする. 0 をkeyinすると 7)へ 1 を

key inすると

2) シンオウチメイ ツクレマズチイキノ〈

ンゴウ シジセヨ

とdisplayされ

ホツカイドウ (01) トウホク (02) 力ントウ

(03) チューブ (04) キンキ (05) チユーゴ

ク (06) シコク (07) キユウシユウ (08) オ

キナワ (09) タイワン (10) オホーツク (11) 

力ラフト (12) チシマ (13) ナシ=14

とdisplayされる. 県名などを使用したL、場合，

それが属する地方名内の番号を keyinする** 
オキ*ホキンカイなど，上の表中Kないものを使

用したL、ときは 14をkeyinする.次K
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Fig.9. Flow chart of procedure for compiling earthquake 

in formation messages. 

Ep ・nam.: epicen ter location name， Reg. na : region 
name， Di v・n':division name 
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64 験震時報第 46巻第 3-4号

ニホンカイ (01) * *オキ (02) * *キンカイイ
(03) **スイドウ (04) * *力イキヨウ (05)
**ワン (06) セトナイ力イ (07)**カイ (08)

KEYIN(09) 

とdisplayされるので適当な数字を keyinする.

ここKも適当なものがない場合は keyinして地名

を作らざるを得ないので 09をkeyinする. 01，07 

をkeyinすると， ニホン力イ，セトナイ力イが

displayされ， 4)VC移る.それ以外の数を keyin 

すると**の所K適当な名称の入った表が dis-

playされるので，そのなかから適当な番号を撰び

key inする.ただし 02をkeyinした場合は，地

方名を示す表が displayされるので， 必要とする県

名あるいは地方名が属する地方名K対応する番号，

たとえば， トウホクならば 02をkeyinすると，東

北地方の各県名がdisplayされるので， この中から

適当な番号を keyinする.ついで

3)撰び出した震央地名が displayされ，

シンオウ チメイ 力クニンセヨ OK=1 

NO=O 

とdisplayされるので，誤りなければ 1 誤

りがあったらば O をkeyinする. 0をkeyi.nす

る正 2)VC戻るので，再度，地名撰び操作を実行する.

1をkey・inすると，

4)ブブンメイ シツヨウ? Y ES = 11 NO  

=00  

とdisplayされる.県名などK引続いて*本部を

付加したい場合は 11を，不要のときは 00をkeyin 

する. 00をkeyinするとのへ移る.11をkeyin 

すると

5)ホクブ (01)ナンブ (02) 卜ウブ (03)

セイブ (04) ホクセイブ (05) ホクトウブ(C路)

ナンセイブ (07)ナイトウブ(08)チユウブ(09)

とdisplayされるので，適当な数字を keyinする.

6)撰び出した震央地名がdisplayされ，

シンオウ チメイ カクニンセヨ OK=1 

NO=O 

とdisplayされる. displayされた震央地名K誤り

があれば O をkeyinする.直ちVC2) VC戻る.

正しければ 1 をkeyinする.つづいて

7) ジヨウホンブンサクセイ シジ ツナミケ

イホウ=1，チユウイホウ=2，ツナミナシ ト

シンゲン=3，シンゲン=4 テキトウ ナスウ

イレロ

とdisplayされる. 1 --4のうち適当な数を key

inすると Tab.2VC表すような情報文が， ラインプ

リンタ vc5部出力され，プログラムは正常.終了する.

key inの場合を除いて， この手順で作り出され

る震央地名は m地震情報文K用いる震央名 "vc準じ

たものである. Tab.3は震央地名作成Kあたって

disp1llYされる色々な名前の表である.

Tab.2. Examples.of various earthquilke-tsunilmi infor-

mation messages compi lcd by il computer. 
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L-ADESS地震端末による地震データ処理一市川

Tab.3. Contents of a dictionary for.compiling an 

eplcent巴r locat ion name. 

kECO員D tt う1
，1、ッηイト"ウf心1) トウ串ワ (0';>) nみトウ (U3) 予3・フ“ (04) ヰコヰ (05) 予z・JIIヲ(06) シJフ(0
7) ヰZウコ?っ (Oi¥) Aヰ7ワ(09) ヲfワJ(10) ~ホ・ツク(11) ηラフト (10 事Uマ(13) 1~=1ι 

kFCOIH) /1う2

ニホ:J111'(01) *女4ヰ(()2) '" '"ヰン内イ (03) "''''̂イト"つ(0ι) "''''ηイヰヨウ(05) "'*ワコ (06) で
トtl' n l' ( 07) '" * 1)イ〈η8) KEY-!N(09) 
IHCOkO tt う4
fオtリl(1) r ヰ~ ((12) l'ワテ (05) ~~n"~((\4) ~P ヰ "(υ5 ) コフJ字(06) イ1¥"フヰ (01) ト
予ヰ"(07) 'l":J ~cr\3) ヰハ"(ηん〉 トウヰヨウ(nS) η7向"ワ (06) 守イヲ干(07)
kECOkD t )5 
こイt)"世(01) 1""ノ(η() t>nシ(0 3) j ~ " .t lJ ( 0 ι} トP<'(りち} イシlJつ(06) r1手(07) 辛
")(0品) nイ(0<，;) nn"リ(01) 卜?;){(02) Itメ (03) )・亨 (0ら〉
時FCOt<D Ii S6 
;)11" (01 ) 三1(02) ヰヨト((¥3 )1う(04) ~ Aワη(0，) つ1)~干 (06) t弓つ1"(09) トツトリ (0

1) ~1)1" {(0 7) j<'辛(0"3) 仁口υマ(04) P-Iヲ"干 (05)

kFCORD ft ，7 
ヌ?PJ(01) 茸身イ')(Oi') ワηい{υ"3) 'Jマtト(04) .~ 1''1"ヰ (0，) 円コ"υマ(06) オヰ?っ(07> 
7η"可ヰ (OR)

IHC ηH 口町 )~ 

品ツねイト“つ 卜勺品?ヲ4ヰ(01) ホツn1'ト凶ウ ホフトウオヰ (on 耳、ツ1)イト"つ 7コトヲ耳キ (03) ホツηイト"ウ
ホ?t'1オヰ(v'+> ，T，ツりイト“ウ Eイ品ウ4ヰ(05) ホッηィト"ウ 1:J1'イオヰ〈ο時) 1j ツヰ11(00) 
RFCORD ti ，9 
，jl.Ol¥:Jトつオヰ (01) '):)U耳ヰ (07) 工リtオヰ (0.3) つラηつ耳ヰ (04) トJコ手イ4ヰ(0)) 三工守二11コ
品。ウ才ヰ (01) ヰイ1¥コ。卜勺オヰ (n;>) ヰヨウトフオヰ (03) tヨウコ"ヲコ ホツ4。ウ耳亨 (04) 1;)(00) 

kFCORfl tJ 60 
Pオtリ7コ トつオつIヰ(01) y.t tリヲコ Fイホウ茸干 (02) イワj'Jンオヰ (on :'1'キ"'1ンSヰ(0ι} フ'Jj

J守二1;オヰ (0ち) i'τ主'1:J.tヰ (06) P才t.J"ヨヲ:J.tヰ(07) トウ小ヲ トウホウIヰ(08) 1シ(00)
RFCOkO ft 61 
イハ"ラヰサJオキ (01) f 11"サン トウホウ4ヰ(02) 干』い‘ヲン 1:JトつIヰ(03) 予1¥"'J:J 1コ品。つ方ヰ (υ4
} ηコト勺 トウホつオキ (0ち) 1¥チシ“当ウ二)"{ トウホウ耳ヰ (06) トリj{ トウ品ウIヰ(07) 1j(00) 

RFCORT1 Ii 62 
ニィη"ヨサぷ才ヰ〈υ1) ノトハコトウ耳ヰ (02) イジηVサ:J rイ品ウ耳キ (03) l'λ"ハコトウ耳ヰ【0ι 〉 予ヱウフ"
予ホウ 7コ品。ウオヰ (05) フヲイヲニl.tヰ (06) J λ“オ乃'J:J 1二11・コ品。つオヰ (07) ，.ツ三JI:Jトウオヰ (08)

RfC ηRD Ii 6"3 
トツトリ7コ耳ヰ (n1) シJ車7コオヰ (02) 1"<'ヲ的手7コ .t，')t>1'オヰ (03) フヲ』ηヲコ でイ吊ウSヰ{υ1> 11) 
"吋ヰサJ茸ヰ(02> 三ヤヲ"t'J二J茸ヰ (03) 1)'"シ干す二1t'ィ，1、ウ4ヰ(04) 句JII:;字']:J 1.:，/1'1耳ヰ (05)
RECORT1 Ii 64 
l.rJトミヲヰ耳ヰ (01) yj~" リミ q ヰオヰ (02) jJ ，)~ヰ (o:n ヰ1'/..1'卜"つ(01) ヌ"コヨ11}'1'ト"ウ (02)

=小コ力イ ホ'))11(01) ニホ.:，/1)イ 予・フ"(02) -耳、ニ/1)イ P1'フ"(03) 

kEC ηkrl tt 65 
Fリ?'JIJイ(01) Pj[lηイ((12) でトすイ力4わfフ11(01) t:ト7イlJ1予・・7"(02) t' ~t ィ ηf トウフ" (03 

} ツn"1"1)イヰ司つ(01) ソウpl¥イヰヨウ(02) シ:Jノウ Fメl'.KEY-IN t'ヨ
kFCORD 11 66 
イシt.Jリワコ{の1) 勺予「ヲつ:J(on t.，ツワコ((13) トウヰヨ勺つコ【04) 可f)"ミワ与 (05) λ1" tJ"つコ(06)
:.IJつつコ{り1) 1't'つ:J(08) 卜F干つよj(09) ワ均つつ:J(10) 耳茸ヲ力ワコ(11) 力"イトウ7シ(12) 
IHCOμD ft 67 
卜句ワン((11) "予1¥"1ソコ【nn 内J"シマワコ(05) 吋ト"1)" :;マヰコ力イ (01) JI予j“ヨウシ"字ヰコ1)イ(0
2) 1，t:;<'ヰ:J111'(0"3) トリj<'ヰ:J1)1(04) 干チシ"マヰニJnイ(0う) t1"イトウ7シ(00)
RFCORD Ii 6P 
3車η":)手ヰコ乃イ【り1) t>クシマヰンf)1'(07) ，.手ミォA:;"{寄与1)1'(υ:n 三すミヲ"イトウ~"<ヰ Jη1(04) 
耳ヰ7つシ"{ヰニ/t)1'(0ち〉 イシη"ヰミ)11<ヰコηイ(06) ツシ<'ヰコねイ(07> 
RFCORD Ii ，"3 
不ヲフ11(01) 1:Jフ"

65 

~ 9. 定常業務の手順の概要

地震資料伝送網展開の主たる目的は，前述のよう

VC67・76型資料の即日処理Kある.各地方中枢の
波形収録 fileVC記録されたり，ベンレコーダK出力

されてた波形データは， 日界までK処理し験損IJ結果

波形データ共K全国中枢へC-ADESS経由で伝送

しなければならない.l'Avc，この定常業務K関連し
た作業手順の流れのあらましを述べる.

前述のよう VC，あらゆる地点で triggerがかかると，

それK関係したペン V コーダは動き出し，各地の記

録がその記録紙上K出力される.したがって，ペン

レコーダ記録紙土の全記録が波形収録 fileVCあるわ

けではない. どの地点の記録が波形 fileのどこK記

憶されたかは， data control table (以下DCTと略

称)vc記録されている.このDCTは discのある領
域K設けられており，このなかには基準時刻(地震

波形データは 1秒30点づっ取込まれているので，あ

る時刻のデータはある時点から何点目 Kなっている

か，通し点数で表わされる.この基準となる時刻を基

準時刻と呼ぶ.通常 OOhOomoosを基準時刻とし

ているが，刻時時計の校正を行った場合は，その時

-19ー
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Tab.4. lnformati'on obtained from file control and data control tables for a [ile o[ digital 

scigmograms in a disc. 
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Print out Date and 1ime， 
and Station Name 

Lnter the Kec6rd N乙.
corresponding to Seismo5rams 

Interpretation of Seismograms 

Determination of ~arthQuake 
Parameters 

Chcck Reaaings of F 3nuεTimes 

kevisio~ o~ ReadユngEC. ，")品r:u 己
Times 

Compilation of Reaain5己 of P and 乙，
anC corresponding Jigニtaム Seismograms

Transcription cf the compiled Data 
for lransmission on an ML or Ml 

Transmission of the Data to a ~ational 
υata Center through C-ADt己ふ

λltビrnationof ~eaQ and 占rite ?ointers 
of a file Control Tadコle for the Di5ital 
民ecordFile 

N 

Fig.lO. Flow chart of procedures for compiling digital 

seismograms stored in a disc file. 

安IJを基準時刻とする)，波形が収録 file itC取込まれ

た時聞に対する通し点数，収録された記録が fi1eの

どこであるかを示す fileaddress，収録された観測

点数，収録された地点Kついての情報 flagなどが含

まれている.この DCT itCは最大 186の地震が収録

でき， 186を越えると 1itC戻り，前の結果がつぶさ

れる.このDCTは fi1econtrol table (以降FCT

と略称)itCよって管理され，これを通して DCTが

呼出される.そこで，

1)収録波形の処理を行なうためKは，先ず，

FCT/DCTから波形 fileの内容を知る必要がある.

~ 10.で述べるプログラムを流すと Tab.4itC示すよ

うな表が出力される.この表のRECORDNO .XX 

は波形収録 fileのXX番目 K対応する発震日時分の

記録が記憶されていることを示している.また，こ

の表のDATE，すなわち，発震日時分秒はベンレコ

ーダの記録開始時間と一致する.したがって，ペン

レコーダ上K印字されている発震日時分と，この発

震日時分秒からペンレコーダ記録紙K対応する波形

収録 file中の番号がわかる.後述の験測結果と波形

データの結果は，この記録番号を介して行なわれ弘

2) 1)で作成した表からベコレコーダ記録紙上K

491

勺
/
」
門
ペ
U

J

h

『

その記録K対応する収録 fi1e内記録番号を記入する.

3) X-yレコーダを使って，ペンレコーダ記録

の験測を行なう.日界までK記録された全データK

ついて験測を行ってから，

4)験測結果を使って震源要素の計算を行なう.

5)震源要素計算結果K基づいて験測結果を検討

する.必要な場合は再験測を行なう.

6) 験担Ij結果と波形データを結合・編集して， C 

-ADESS経由で全国中枢へ伝送するための準備を

行なう.(磁気テープ (MT)又は disc itC記憶させ

る).

7) 適当な時間K編集波形データを C-ADESS

K流す.

8) 波形収録 fi1eの初期化を行なに 6)で MT

Kデータを収録した場合は，収録終ア直後Kこの初

期化を行ってよい.

以上が定常業務のあらましである.各作業手順の

詳細は，次章以降で説明する.

「同一
v

6 

7 

8 

~ 10 DCT /FCTの処理

~ 9で述べたよう K波形収録 fi1e内の資料の処理

はFCT，DCTを介して行なわれる.次itCFCT， D 

CTを使って行なわれる収録波形K関連した，収録

日時分秒 file内地震記録番号，収録観測点名など

の一覧表作成の手順，収録波形 fileからノイ-ズ記録

を消去する手順，あるいは波形収録 fi1eの初期化の

手順などKついて述べる.

JCLを流すと

1) ENTER Q(PRINT)， 1 (NOISE DE-

LETE)，OR 2(READ POINTER ALT.) 

とdisplayされる. 収録日時などの一覧表を出力

したい場合は、 0，収録記録中から nOlse記録を消

去したL、場合は 1，また fileのFCTを初期化

したい場合は 2 をそれぞれ keyinする.

2) 0 をkeyinすると，

SOURCE DATA DISC=Q 、MT=1

とdisplayされる. 波形収録 fileが一杯Kなる寸

前itC， FCT， DCT ，波形データをMTitC転写した

場合，そのMTから一覧表を作成するときは し

discから一覧表を作成する場合は O をkeyin 

する.引続いて

-21 -
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4 

の消去を指示すると，

ENTER RECわIHD#TO DELETE xxx 
とdisplayされる. 2)--3)の手順で作成した一覧

'表から消去すべき記録K対応する番号を見付け 3

クタの数でこれをkeyinする.消去すべき全noise

記録について対応する記録番号がkeyinし終った

ならば， 999をkeyinする keyinした記録番号

一覧表がラインプリンタK出力される.ついで，

5) ミスタッチ了レパ 1 ヲ KEYINシ

ナオセ

とdisplayされ十字カーソノレが現れる. 出力結果

を見て，誤りがあったらカーソノレを消し 1 をkey

inすると 4)v'c戻るので，再度消すべき記録の番

号をkeyinする. 誤りがないときは， カーソノレを

消し o をkeyinする noise記録の消去とは

現在，収録用と指定されている収録 fileから予備用

の収録 file(容量は共V'C7MB)へ4)で指示された

もの以外の記録を転写することである.したがって

転写すべき記録量が多いと時間がかかる.この転写中

中K地震が発生すると，・転写業務は中止される. こ

の場合，初めからやり直す.転写が終ったとき， 2) 

の手順で全記録Kついての情報を出力し noiseの

消去が完全K行なわれたか否か確める.地震発生の

ためnoise消去作業が完了していないことがあるの

で注意すべきである.次のFCTの初期化の場合も

同様の注意が必要である.

6) lJC 2 をkeyinする.すなわち， FCT 

の初期化を指示した場合，

ENTER LAST RECORD # TO DELETE 

とdisplayされるので， 処理の終った最後の記録

番号(もし，その後K引続いて noise記録があった

場合は，最後のnoise記録番号〉を 3クタの数で

key inする.あとは4)--:-5)と同じ手順を実行する.

「
h
J
V

Fig・11.Flow chart of procedures for compiIing a list of 

巴arthquakesstored in the disc file， for alternating 
a write pointer， and for erasing nois.e records sto-
red in the disc fiIe. 

RD: read， Ent: Enter， FCT: fiIe control table， 
DCT : data control table， RCD非:record number 
N. RCD : noise record， Ab. End : abnorrr凶1end 

3) ENTER START REC. # TO 

PRINT， xxx 

とdisplayされるので， 収録された全地震Kつい

ての情報を出したい場合は， 000をkeyinする.途

中から最後までの一覧表を出したL、場合は，必要と

する記録番号を 3クタの数でkeyinする.これは定

常験測作業中K地震が発生した場合，験測開始以前

の情報はすでに出力ずみであるから不要で，その後

の情報だけを出したL、ときK使用する.前出のTab.

4はこのよう Kして出力したものである，記録番号

と収録日時分も displayされる.

4) 1)で 1 をkeyinする，すなわち noise

~11 定常験測業務

管内の地震活動の即日的監視と，収録波形データ

編集をかねて日界までに得られたペンレコーダ記録

を験測する.この験測作業の手順は次の通りである

JCLを流すと

1) DIGITAL RECORD YES =1 NO=1 

とdisplayされる. 原則として波形収録 file中氏

-22 -
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4 

Fig.12. F'low chart. of proc巴duresfor compiling digitaJ 

seismograms stored in a disc file in order to 

transmit them to a national data center via C-

AD8SS 
Di g . D : digi tal seigmogr am. Y r. M n . year and 

month. Cont: continuation， H.P. read pointer. 
D. rcd.持:digital seigmogram nurnber. d.h.m.: 

date and time， p. rcd.持 papernumber for a 
pen-recorder， min ・mk: minute mark. lntertr. 
ssmg ・ Interpretationof a seigmogram. F. rcd井

file record number. ch ssmg: change the sei-

gmogram 

地震記録が収録されているが，波形 fileが一杯Kな

りかかって内容をMTVL転写などしたり，事故で

file中の記録が消失してしまった場合などは O 

をkeyinする. このときは験測結果と波形の結合

編集は行なわれない.

file中K記録があり，結合・編集を行なうときは

1 をkey'inする.引続いて

2) ENTER 0= START， 1 =CONT. 

2=RETRY 

6 

とdisplayされる. 定常験測を開始するときは

0，定常験測作業中，地震発生などで験測作業を中.

断.L-，これを再開する場合は 1，験測完了後，不

都合な験測結果を修正するため再験測したし、場合は

2 をそれぞれ keyinする. 2 をkeyinすると

ENTER RECORD # TO BE AL TERED 

とdisplayされるので， 験測結果表K出力されて

いる当該地震のデータ番号を 3ケタの数で keyin 

する.これ以降は 3)以下と同じ.

3) DIGITAL RECORD 1を指示してから，

START = 0又はCONT.=1 

をkeyinすると

キロクパンゴウ xxx ヲ KEY1Nセヨ
とdisplayされるので， g 10.で述べた手順で出力

した地震一覧表と，ペンレコーダ地震記録紙上K印

字されている発震日時分から収録波形記録番号を探

しだし，これを 3クタの数字で keyinする. 一連

の地震Kついて番号の keyinが終ったならば，終了

コードとして..000 "を keyinする(実際Kは，前

述のようにこの番号の探出しは前処理作業とし之，

全記録についてあらかじめ行っておく).

key inした番号に対応する波形データが file中

K存在しない場合は，

キロクパンゴウ ニ了ヤマリ了リ イレナオセ

とdisplayされるので正しい値を keyinする.

.. 999"をkeyinすると験測作業は正常終了する.

key in番号が受付けられると，対応ずる発震日

時分秒が DCTから呼出され， 日時分が displayさ

れ，

ソウサ ノ カクニン OK=1 ヤリナオシ=

O テキトウナスウジオ イレロ

とdisplayされる. 確認のうえ適当な処置をする.

記録紙と file中の記録番号が正しく結合されていた

場合 1 をkeyinすると，

4) キロク、ンパンゴウ X シジセヨ

とdisplayされるこれ以降の作業手順はg5の

12)--13) と同じただし，この場合は，位相名と

して Xのほか， M計算K必要な P~F も験測でき弘

5) DIGITAL RECORD Qを指示すると，

ENTER YEAR AND MONTH 212 

とdisplayされるわで， 必要な年月を 4クタの数

q
J
 

ワム
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字でkeyinする.ついで

6) ニチ (DD) ジ(HH) フン (MM) オ

メニユノ スウレツ力ラ ヨミコマセヨ

とdisplayされるので， 次の手順で指示する介マ

ークに対応する日時介をX-yリーダのメニュから

入力する.以下の手順は上述の験測手順と同じ，験

測作業終了の場合は日時分keyin要求K対して

明 999999"をメニュから入力する.これで験測作業

は正常終了する.

~ 12 定常震源計算

管内各地の地震活動の即日監視と， ~ 11了C、行った

験測結果のチェックのため，定常験測業務終了をま

って震源要素の計算を，次の手順で行なう.

JCLを流すと

1) ENTER CARD=Q DISK=1 OR 

DENPO=3 

とdisplayされる. この電源要素計算のアノレゴリ

ズムは，地震課データ処理係で使用しているものと

2 

6 

Fig.13. Flow chart of procedure5 for determing routinely 

earthqnake parameter5. 

Evt.排:event number. 5t.枠:5 ta tion numbei". 

A: automatic determination， 1: interactive rrerhod 

同じであり，同係で作成した地震観測カードでも

震源計算ができるようになっている.また， ~ 5.VL 

述べた手jl買で、作成した緊急、データも使えるよう Kな

っている.計算K地震観測カードを使用するときは

0，緊急データを使用するときは 3 を keyin 

する. ~ 11:で作成したデータで計算する場合は 1 

をkeyinする. 1 又は 3 をkeyinした場合

は"

2) ENTER YEAR MONTH， 212 

とdisplayされるので， 発震年月(年は下 2クタ)

を4数字でkeyinする.つャで

3) ENTER 1 =AUTO 2= INTERACTIVE 

とdisplayされる. 第 1近似の震源要素を与える

こと無しに，全地震κついて自動的K震源計算を行

なわせる場合は 1，後述のよう K対話形式で震源

要素の計算を行ないたいときは 2 を keyinす

る.通常，自動的K震源要素の計算を実行させ.そ

の結果に基づいて不都合な地震だけを INTERAC世

TIVE手順で処理すればよい 1 、を keyinす

ると自動的に全地震について震源要素計算を行って

くれる. 2 をkeyinすると，

4) ENTER EVENT # 13 

とdisplayされるので， 震源計算を実行したい地

震の番号を 3クタの数で keyinする.

5) 4)と同じ messageが出るので，地震番号を

key inする.

6) 次K

ENT ER ST.# TO REJECT IN EP. 

DET. 

とdisplayされるので， 自動的に行った震源計算

の出力などから震源計算Kは不適と考えられる観測

点の番号を 3クタの数字でkeyinする.

key inが革冬ると

ENTER P=Q 5=1 OR  P+5=2 

とdisplayされる. 指示した観測点の観測結果の

うち Pを使いたくない場合は 0， 5，又はPと

S共K使いたくないときは し又は 2 をkey

inする. 消去する対象が無くなったか，全くない

場合は 999をkeyinする.ついで

7) 日本地図がdisplayされ

ENTER .DEPTH XXX 
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とdisplayされるので適当な深さ・を 3クタの数字

で keyinする. 基準走時表K該当する走時表の無

い深さを keyinすると

1NVAL1D DEPTH 

とdisplayされ十字カーソノレが現れる. カーソル

を消して正当な値を keyinする keyinした深さ

が受入れられると P円(黄色〕と P---S円(空@

が display.される.すべてのデータ Kついて display

が終ると，

8) EP OK= 1 . NO=Q 

とdisplayされる. 深さの仮定が不都合と考えら

れるときは o をkeyinすると 7)~戻る.適当

と考えられる結果が得られた場合は 1 をkeyin 

すると，十字カーソノレが現れ，

9) 1ND1CATE EP 

とdisplayされるので各円の交点の重心と考えら

れる点を十字カーソルで指示する.

10) 7)---9) で得られた震源要素を第1近似とし

て，より良いと考えられる震源要素が最小自乗法で

決められる.震源要素が求められると，その値とO

-c図，データなどがラインプリンタ K出力され 5)
K戻る. 5):-で999をkeyinするとプログラムは正

常終了する.

~ 13. 験測結果と波形データ結合・編集

定常験担Ij作業による結果と波形データを結合し，

これを C-ADESS を経由して全国センタ-~伝送

するためKは，データ~ headerなどを付加する必

要がある.この手順~2通りある.すなわち， di sc 

内の編集 file~ 出力するため header などを付加し

て，予備用の波形収録 file~仮りに記憶さぜ，適当

な時間Kこれを編集 file~格納し C-ADESS K伝

送する方法と，予備波形 file~仮り K格納しておく

代り ~MT~収録し，適当な時聞にこれを編集 file

k移しC-ADESS~伝送する方法とがある. 前者

では，予備波形収録 fileを使用するため，定常験測

終了直後に波形収録 fileの初期化，すなわち，現周

波形収録 fileから予備波形収録 fileへの伝送は行え

ない.このような事情から，結合編集波形データは

M守に記録させておき， C-ADESS ぺ伝送する直

前に編集 file~格納したほうがよい.いずれKせよ

4 

Fig・14.Flow chart of proc巴durcs for transmitting digital 

seismogram to a national data center via C-

ADES S， C. d.: compiled seigmograms. 

JCLを流すと

1) OUTPUT: D1SC=Q， MT =1 

とdisplayされるので disc又は MTの何れに結

合・編集波形データを収録するか指示する. 0 す

なわち， MTにする場合は unit番号 0 のデッキ

~MT をセットしておく，ついで

2) START OF COMP=1 RESTART=Q 

とdisplayされる.結合・編集をはじめから実行

する場合は し地震発生などで途中で編集作業を

中止し，再度作業を開始するときは O をkeyin 

する. 0 を指示した場合，計算機は前回の作業で

処理中であった地震の分から編集作業を自動的K実

行してくれる.

3) 1)で O を指示した場合，

KEY"ー1NDATE 16 

とdisplayされるので， 作業開始時の日時分を 6

ケタの数，たとえば5日10時 01分ならば051001

とkeyinする..この日時分が header中K組込まれ

る
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4) 1)で 1 ，すなわちMTヘデータを転写する

ことを指示した場合，転写作業が終ると MTは自動

的に巻戻され，収録された地震の発震日時分，観測

点一覧表がラインプリンタ K出力される.これが結

合・編集作業が正常K行なわれたか否か確める.

S 14. 波形伝送

MT~結合ι 編集波形データを転写した場合は，

前記のように headerなどを付加してMTの内容を編

集 fileVL収録する必要がある OそのためのJCLを流

:すと， ~ 13.の 3)と同じように

1) KEY-IN DATE 16 

とdisplayされるので， 収録作業開始時の日時分

をkeyinする. MTの内容とそれK付加したkeyin 

の内容が，各通毎KラインプリンタK出力されなが

ら編集 file~格納される(S 13.でdisc~直接デー

タを収録した場合.も同じような headerが各通毎K

ラインプリンタに出力される).

この編集 fileの内容を C-ADESS~伝送する場

合は， 〆 WKWVSD1と打ったJCLを流せばよい.

一度伝送したものを，再送する場合は〆WK wv 
SD2を流す.伝送が始まると consoledisplay ~ 

ハケイテンソウ力イシ

とdisplayされ，正常K伝送が終了すると，同じく

console display ~ 

ハケイテンツウシユウリヨウ

とdisplayされる.

ハケイテンソウカイシの合図が出れば，制御は

FEP陀移り， HOSTの副機， すなわち地震業務用

の計算機は使用可能となる.

S 15. 震源要素編集

定常震源要素計算を実行すると，震源要素が決っ

た場合，結果はラインプリンタに出力されると同時

~， disc 内 K設けられた震源要素仮収録 file~ も記

憶される.同じ地震を計算K使用するデータを変え

て何回か震源決定することがあるので，同一地震K

対して何個かの解が file~記入されている.そこで，

このうちの最良と考えられる結果を，最終 file~転

写する必要がある.このためのプログラムを流すと，
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Fig.15. Flow chart of procedures for compiling earthquake 

parameters. 

w.p. alt : write point巴ralternation. no alt. : no 
alternation， Temp・file:temporary、 file，Ep. para 
(Ep..pa.) : earthquake parameters， RCD井:record 
number. 
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l)CLEAR .THEFILE FOR FINAL 

DATA? YES = 1 NO=O 

とdisplayされる. 最終 fileを初期化する，すな

わち，前の結果をすべて消してしまう場合は 1， 

前K記入されている結果のうしろK追加して新らし

い結果を書く場合は O をkeyinする.ついで

2) TEMPORAY F 1 LE OUT YES = 1 

NO=1 

とdi包playされる. 1をkeyinすると，仮 file中

の全dataがラインプリンタに出力される. 0 の場合

は出力しなh 最終 fi1eVC仮file中のある結果を転写

したい場合は，それがどこに記入されているか知る

必要がある. 1はこのような時VCkeyinする.次K

3) ENTER O=COMPILE 1 =PRINT OUT 

とdisplayされる.仮fileから必要な結果を最終

file VC転写する場合は 0，最終fileの内容を出力

したい場合は 1をkeyinする. 0 を指示すると，

4) ENTER RECORD # ON TEMPO-

RARY FILE， END=9999 

とdisplayされる.そこで 2)で作った一覧表から

転写する結果の記録番号を見付け，これを 4けたの

数，たとえば0011のようVCkey inする.対象の地

震すべてKついて keyinが終ったとき， 9999を入

れるとプログラムは正常終了する.

S 16. 地震関係報file，波形収録 fileの初期化

地震電報，震源電報，験測報，サイスモ報告報な

どは容量0.4MBの地震関係報 fi1e'VC収録される.

また，テレメータ波形データは7MBの波形収録

file V(収録される.

地震関係報fileの場合，データが蓄積され過ぎる

と必要なデータを引出すのに時間がかかるし，また

ほっておくと波形収録 fileの場合は fi1eが一杯にな

って収録不良な状態Kなる.そこで，これらの file

は定期的に初期化しておく必要がある.

後者については S10:-C-fJJ期化の手順が述べてある.

地震関係報 fi1eの初期化は，そのためのプログラム

を流すと

1) READ POINTER ALTERNATIC別

とdisplayされ，初期化が終ると

2) NORMAL END 

とdisplayされる.これがdisplayされずK終った

場合は，イ可か不都合が発生したと忠われるので，原

因を確め再度，初期化を試みる.

S 1 iペ その他の処理プログラム

これまでK述。ベた緊急，指よび定常業務のほかK

ペンレコーダ故障のため記録はとれなかったが波形

収録 fileVCは記録が入っている場合，これを gra-

phic display VC出したり plot1erVC出力するプログ

ラムも用意されている.

また， S 15.の手順で作成した fileから震央分布を

作るためのプログラムも準備されている.さらVC，

群発地震発生の場合 b値の時間的変化をX-yリ

ーダを使って短時間のうちK調べるプログラム p

波初動の押し引きからその地震の発震機構を gra-

phic displayを使って，対話型式で解析するプログ

ラム(Ichikawa， 1980) も準備されているが，こ

こではその手順の説明は省略する.

S 18. 緊急震源決定用データ作成プログラム

このプログラムは，次に述べる 19のユーザサブル

ーチンプログラム(以下サブルーチンと略称)と 5

つの特殊ユティリ.ティサブルーチン，その他多数の

一般ユティリティサブルーチンからなっている.以

下，これらKついて説明する.

CONFRM:各種messageをdisplayし， 操作手

順や処理結果の確認を要求するためのもの.サブル

ーチンMESSAG，TOSDSPを必要とする.

DATIN:発震日時分を keyin，あるいは計算機

の持つ時計から取込むためのもの，サフソレーチン

ZE 1 T， TOSDSPを必要とする.

DROP 不都合な電報データを，取込まないよ

うκするためのもの，サブルーチンTOSDSP，

INVALDを必要とする.

EMRGDT : X --yリーダで験測したa験損IJ結果を

隣接管区気象台に緊急発信するためのもの.サブノレ

ーチンTOSDSP，MSG CMPを心要とする.

1 NV ALD: displayされた観測結果のうち，不

都合なものを十字カーソノレで指示させ， CPU VCその

地点番号などを伝えるためのもの.サブルーチン

TOSDSP， WARNINを必要とする.
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MESSAG:必要なmessageをdisplay するため

のもの.サブルーチンTOSDSP，WARNIN， 

NUMBERを必要とする.

MSG<コMP::準備された各種情報を headerなどを
つけて編集し off-lineから on-line (HOSTから

FEPへ〉へ渡L，電報として外部氏流すためのも

の.サブルーチンEQSNDを必要とする.

NUMBER: X-yリーダのメニュの数列から数

字を引出し， CPU VL引渡すためのもの.サブルー

チンREADXYを必要とする.

ONTOF 地震関係報 fileVL収録されたものの

なかからジシン報およびクンソク報を 1通づっ取出

し，そのなかK何データ入っているか調べる.寸亘

中K複数データが入っている場合はこれを分解し，

それぞれが指示した時間の範囲内K入っているか否

か調べる.必要なデータならば， graphic display VL 

表示するため，整数型から文字型データK変換して

他の fileVL収録する.以降，この fileのデータが処

理K使用される.サブルーチンUNPACK，TOS-

DSP， DDREAD，WARNINを必要とする.

REJCT ONTOFで取込んだデータの年月日

K矛盾が無L、か否か調べ，矛盾がある場合は，これ

を捨てる.

RQSTAN :パラメータ file中から撰び出された

messageをdisplayし，このmessageVL対する答を

X-Yリーダのメニュから CPUVL与える.サブル

ーチンTOSDSP，READXYが必要.

SEISMD : ONTOFで取込み，・これを記入した

fileから，順次， dataを取出し，識別符号をcheck

しながらそのデータが規約どおりか否か調べる.も

し，震度識別符号VLJ又はF以外のものが入ってい

れば，このデータは無効となる.国際地点番号K

200未満1000以上の値が入っていたり，あらかじめ

登録してある地点番号以外のものが報告された場合

もそのデータは無効となる.また，識別符号Pのと

ころK他の文字が入っている場合もそのデータは無

効となる O

このほかは formatどうりでないものがあって

も，それ以前の内容は生かされるよう Kなっている.

サブルーチンREJECTを必要とする.

SMREAD :ベンレコーダ記録をX-Yリーダ上

K貼付し， P， Sの発震時などを験測し，その結果

を discのある fileVL言己憶:さぜる.このプログラム中

VL，各記録紙上K現れる記録K対応する観測点番号

(地震観測報告中の整理番号〉参照表(プログラム

中ではLSTとL、う名称〉と， これを参照する記録

紙の番号(プログラム中はNSTとL、う名称)は，

ペンレコーダへ出力する観測地点を変えた場合，必

ず修正しなければならない.また，当然この表は管

区気象台毎K異なる.サブルーチンTOSDSP，

READXY，WARNIL，RQRTAN，WARNGなど

が必要である.

STRONG:強震計記録から最大振幅を験測する

ためのもの.サブルーチンTOSDSP，READXY 

が必要.

STRTEL-: X--yリーダで験測した結果を，電

報データの formatVL編集するためのもの.

TLDATA 電報データを取込むためのもの.サ

プノレ→チンONTOF，DROP， WARNIN， SEI.，. 

SMDを必要とする.

UNPACK DDREAD で取込んだ一通の編集

地震電報内VL，いくつデータが含まれているか調べる

ためのもの.

WARNG パラメータ fileのなかから必要なデ

ータを取出し，指示されたmessageをgraphic dis-

play VL表示するためのもの.サブルーチンTOSD-

SPを必要とする.

WARNIN:指示されたmessageをgraphicdis-

play VL表示し，そのmessageVL答えて英文字，又は

数字を keyinするためのもの.サブルーチンTO-

SDSPを必要とする.

以上の各サブノレーチンのうち， TOSDSP， ZE-

IT， READXY，DDREAD，nEADXY， EDSND 

のほかINTDSP，F INDSP ， GCOLOR (¥.、ずれ

も主プログラムで使用〉は当該業務実行のため関係

業者が作成した特殊ユティリティサブルーチンであ

る.

g 19. 緊急震源決定・津波予報業務プログラム

g 5で述べたプログラムで作成したデータを使っ

て緊急、震源決定し，必要な場合は津波予報業務を実

行するためのもので，次の37個のサブルーチンから
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構成されている.

CIRCLE 与えられた地点を中心Kして，与え

られた長さを半径とする円を displayするためのもの.

サブルーチ、ンTOSDSPを必要とする.

COEF: PまたはSの発震時を使って，与えら

れた震源要素を最小自乗法で修正するためK必要な

正規方程式の各係数を求めるためのもの.

CSTBND 津波予報海域の境界線を引くための

もの. サブノレL チンTOSDSP，GCOLORを必要

とする.

EPDST:震央距離計算のためのもの.

E P E P displayされた深さ別o-c図から最良
と思われるものを作業者K指示依頼し，指示を受け

た深さの震央位置を CPU(t(伝えるためのもの.サ

ブルーチンTOSDSPを必要とする.

EPREV:対話型式で決めた地源要素を，最小自

乗法で修正するためのもの.サブルーチンTTRE-

AD， PSTQD， OMCPLT， EPEP， EPDST.， 

EPEP，TOSDSP，GCOLORを必要とする.

EQUALP: P発震時のほとんど等しい2地点を

撰び出しその垂直 2等分線を求める.何本かの垂直

2等分線の交点の重心を最小自乗法で求め，その点

を震央とするためのもの.Pの差が 3秒までのもの

を使用するが使用可能なデータ数が 3以下の場合は

4秒までにする.差が 2秒のものを基準にした場合

差が 0，すなわち同発震時の 2点の組K対しては重

みを10倍 1秒差のものは5倍 3秒差のものは

0.5倍， 4秒差のものは 0.1倍として正規方程式の

係数を求める.データ数が15(t(なったら処理を止め

る.最終的Kデータ数が2未満ならば，震央決定不

可能とする.

F ELTRG :有感地点数が何点あったか地方別K

求めるためのもの，将来，情報文K使用する.

lMAP:震度分布を displayするためのもの.サ

ブルーチンTOSDSP，GCOLORを必要とする.

lMATR:逆マトリックスを計算するためのもの.

ITABLE 震度別観測点表作成のためのもの.

この表は情報文作成に使用する.

IXIYRD display screen上の観測点座標をパ

ラメータ fileからCPU(t(取込むためのもの.

L FXY : displayされた地図上氏支えられた緯度

経度の点をプロットするため (X. y)座標K変換

するためのもの.

MAPAP: 3種類の地図のうち撰択されたものK

対応する各種パラメータを CUP(t(取込むためのも

の.

MATPD:マト 1)Iツクス乗算を実行するためのも

の.

MESSAG : 3 18で使用のものと同じ.

MESSAN :パラメータ fileから指示された

messageを引出して displayし，それK対する答を

key inするためのもの.サブルーチン TOSDSP，

WARNIN必要.

NMPLOT 数字を displayするためのもの.

サブルーチンTOSDSPが必要.

NUMBER : 3 18で使用のものと同じ.

OMCPLT :P， s-Pなどのo-c図を dis-
playするためのもの.サブjレーチンTOSDSP，

GCOLORを必要とする.

OTIME 第 1近似の震央から震央距離を求め

これから与えられた震源の深さK対応する P波伝播

時間を計算し，対応する観測値との差から origin

timeを求める.ただし，震央距離が 1000旬以上

のデータは使用しない. また，計算κ使用するデー

タ数は 20以下である.

計算は 4回繰返して行なわれる.第号回目以降の

計算の場合は，その前托求めた平均 origintime 

と，震央距離から伝播時間を各データから計算して

求めた oflgmtimeとの差が， 120秒， 60秒 30秒

以上のものは計算忙は使用しないようにしてある O

有効デヶタ数が 3未満の場合は， origin timeは決め

なL、。

PCIRCL ある点を中心にして， 10秒ごとの等

P円を 10個，すなわち，伝播時間 10秒から 110秒

までの等P円を displayするためのもの. サブルー

チンWARNIN，TOSDSP， PTOD. CIRCLE 

が必要.

PEICN: Pの発震時から最小自乗法で第2近似

震源要素の再修正を行うためのもの. 4つ以上のデ

ータが計算Kは必要である. サブノレーチンEPDS1;

COEF， IMATR， MATPDが必要.

PSTOD:与えられた震源の深さに対し，観測P
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--s値から震央距離を求める.
PTIME:等P円震央決定サブルーチンEQUA-:-

LPから求めた震央と origin timeを trialpara-

metersとして， 最小自乗法でP波発震時から震源、

要素を求めるためのもの.サブルーチンMESSAG，

WARNIN，WARNIN， TTREAD， IXIYRD， 

GCOLOR， PTPLOT， EQUALP， PCIRCL， 

MESSAN， MAP 1 ， TOSDSP， XYDGR， OT-

IME， REVTEP， EPDSTが必要.

PTPLOT:縦5ドット，横3ドットの点列から

なる 0--9の数字を displayするためのもの. サブ

ルーチンNMPLOTが必要.

PTOSP or igin t ime と観測P発震時から

P波伝播時間を出し，これから Poisson比1;4 とし

てP--s時間を求めるためのもの.このP--s時間
はサブルーチンSPEPDTvc使用する.

REVTEP : PおよびS波発震時を使って，最小

自乗法で trialparametersを修正するためのもの.

決まった震央が370--420N， 144
0
E以東の場合，

420N以北， 1460E以東の場合は海洋底地震用走時

表(市川， 1978.)を使って，震源要素を再決定でき

るよう Kなっている.Pとsvcよる場合 origin
time.が求められなかった場合はp.--s法K切換え
られる.サブルーチンTOSDSP，PEICN， OM-

CPL・I・， EPEP， GCOLORが必要.

S 1 NGEN : 5 -P， P， SとP又はカーソノレな

どで震源要素を求めるためのもの，上記四震源要素

決定法は，このサブルーチンの管理下にある.サブ

ルーチンMESSAG，TOSPSP， MAPI， PTOST， 

PTIME， SPEPDT， GCOLOR， IXIYRD， 

IMAP，WARNIN，XYDGR， EPDST，OTI-

ME， EPREVを必要とする.

SPEPDT : P--5円でgraphicdisplayを使って

図的に求めた震源要素を第 1近似として，最小自乗

法で最終震源要素を求めるためのもの.震源決定に

は 4観測値以上が必要である.サプノレーチンWA-

RNIN， TTREAD， PSTOD， IXIYRD， TO-

SDSP， XYDGR， EPREVを必要とする.

TGDSP 津波予報作業で keyinされた海域

番号を graphicdisplay上の地図の適当な位置に

displayするためのもの.サブルーチンGCOLOR，

TOSDSPを必要とする.

TKEIHO 津波警報・注意報を自動配信するた

めに必要なデータを，対話型式で作り出すためのも

の.サブルーチンWARNIN，TOSDSP，GCO-

LOR， TGDSPを必要とする.

TNMGRD<:津波判定図K基いて，各地の最大振

幅・震央距離から対応する津波規模を求めるための

もの，

TSUNAM :津波判定図を displayし，最大振幅

をその上vcplotしたり， displayしたり，地図上K

各地の津波規模を plotし，また発表する津波警報氏

、対する海域番号・規模などを対話型式で作り出し，

これを displayしたりするためのもの. サブルーチン

TOSDSP， GCOLOR， TNMGRD， WARNIN， 
MAPAP， IXIYRD， GCOLOR， MAP1， IMAP， 

TKEIHOを必要とする.

TTREAD パラメータ filevc収録されているP，

Sの表をCPUVC取込むためのもの.

WARNIN: S 18中の同名サブルーチンと同じ.

XYDGR : graphic displayのX，Y座標を経・

緯度K変換するためのもの.

上記のサブルーチンが必要とするサブルーチンの

うち， TOSDSP， GCOLOR， MAP 1 ， READ-

XYは特殊ユティリティサブルーーチンである.

S 20 淳波警報自動配信

S 5で述べた手順で決定した結果に基づき，津波
警報・注意報を関係部課・官署・機関K自動配信す

るためのもので，ツナミ・シングン電報を除いて，

各管区毎Kプログラムの内容は異なる.東京管区気

象台の場合は，択の19のユーザーサブルーチンと若

干の特殊ユティリ'ティサブノレーチンから構成されて

L 、る.

COASTN:警報又は注意報が発表された場合，

NHKへの通知K際しそれらが発令される海域の組

合せK従ってイ~ヌの片仮名記号も使用している.

この記号〈プログラム上は番号)を自動的K引出す

ためのものである.

CSTBND: S 19中で使用中のものと同じ.

CSTGDD:有線通信課を経由して電々公社K伝

達する電文を自動編集するためのもの，サプノレーチ

nu 
qo 
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ンMSGWRTを必要とする.

CSTGDR:津波警報文を自動編集するためのも

の.

¥ EPEMRP :シングン電報文を自動作成するため

のもの. サブノレーチンMSGWRT，PROEPNを必

要とする.

KUNREN: ..クンレン"の文字を電文の必要箇

一所K挿入するためのもの.

LFXY: S 19で使用のものと同巳.

MAP.AP : ~ 19で使用のものと同じ.

MHONBN:無線通信課K津波警報文発信依頼の

ため headerおよび本文を編集し自動送信するた

めのもの.サブルーチンKUNREN，MSGWRTが

必要.

OINSER 警報文中の必要箇所(fC..オ"を挿入

するためのもの.

MSGCMP 津波警報文を編集し，自動送信す

るためのもの.headerなど送信手続き上の不備があ

れば不備の箇所を指摘し異常終了させる.サブルーチ

ンEQSNDを必要とする.

MSGWRT S 19で使用のものと同じ.

PROEPN 通報課経由でNHKVC伝送する警

報文中氏使用する震央地名を，自動作成するための

もの.津波警報・注意報発表の際Kのみ震央地名を

与える.サブルーチンMSGWRT，KUNREN， 

COASTN， MSGCMPを必要とする.

TGDSP: S 19で使用のものと同じ.

THONBN:通報課K通報依頼する警報文を自動

編集し， headerなどを付して自動配信するためのも

の.サブルーチンTTIME，MSGWRT， KTJNREN， 

COASTN， PROEPN， MSGCMPを必要とする.

TKEIHO : S19で使用のものと同じ.

TSUNAM: S 19で使用のものと同じ.

TTIME:計算機内蔵の時計から実時間を CPU

K取込むためのもの，警報文中K発表時間を挿入す

るために使う.取込んだ時間の秒位が30未満ならば

分位はそのまま， 30以上の場合は分位の値を 1ふや

す.サブルーチンZEIT，TOSDSP， FINDSPを

必要とする.

UHONBN:有線通信課K発信・発送依頼する

header，本文などを・自動作成・編集し配信する.サ

ブルーチンCOASTN，KUNREN，CSTGDR，

MSGWRT，CSTGDD，MSGCMPを必要とする.

以とのサブルーチン中， EQSND， TOSDSP ， 

MAP1， READXY， GCOLORは特殊ユティリテ

ィサブルーチンである.

札幌管区気象台用のものは次の15サブルーチンか

ら構成されている.

CSTBND 東京管区気象台用(以下東管用と略

記)のものと同じ.

EPEMRP:東管用のものと同じ.

HI JQHO:ヒジヨク報(header，本文等)を自

動編集して通信課K自動配信するためのもの.サブ

ノレーチンMSGWRT，MSGCMPが必要.

KANSKA :予報課K伝達依頼する警報文を自動

編集し，これを自動配信するためのもの.サブルー

チンMSGWRT，KUNREN，MSGCWPが必要.

KUNREN 東管用のものι同じ.

LFXY : S 19で使用ものもと同じ.

MAPAP S18で使用のものと同じ.

MSGCMP: S 19で使用のものと同じ.

MSGWRT: S 19で使用のものと同じ

PROEPN: S19で使用のものと同じ.

TGDS P S 19で使用のものと同じ.

TKEIHO S 19で使用のものと同じ.

TSUNAM: S 19で使用のものと同じ.

TT IME 東管用と同じ.

YOHOKA: 予報課K伝達依頼する警報文を自

動編集し，これを自動配信するためのもの.サブル

ーチンMSGWRT，KUNREN，MSGCMP，を必

要とする. このほか東管用と同じ特殊ユティリティ

サブルーチンを必要とする.

仙台管区気象台用のものは， 16のサブルーチンか

ら構成されている.このうちCSTBND，EPE-

MRP，KUNREN，LFXY，MAPAP，MSG-

WRT，PROEPN，TGDSP，TKEIHO，TS-

UNAM， TTIMEは東管あるいは札幌管区気象台

用のものと同じである. MSGCMPもheader関係

が多少異るだけである.次K仙台管区気象台専用の

サブノレーチ;/(fCついて述べる.

HI JOHO:仙台管区気象台の領域である海域4

および 5区民ヒジヨク報を出すためK必要な編集作
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業を行なうためのもの.サブルーチン MSGCMP，

MSGWRT を必要とする.

KTEXT 関係機関K津波警報文を伝達するた

め，各種警報文を自動作成し，地震現業室のライン

プリンタ K出力するためのもの.

WRNNO: KTEXTの各種警報文中K使用する

海域・津波規模別対照番号を自動撰択するためのも

の.

YOHOKA 予報課K出力する津波警報文を自

動編集し，これを自動配信するためのもの.サブル

ーチンMSGCMP，MSGWRTを必要とする.

以上のサブルーチンのほかK東京・札幌管区気象

台用プログラム中K使用した特殊ユティリティサブ

ルーチンがすべて必要である.

~ 21 情報文作成プログラム

緊急震源決定・津波警報業務終了後K発表する各

種情報文を，対話型式で作成するためのもの.この

プログラムは次の13サブルーチンから構成されてい

る.

CONFRM : ~ 18のものと同じ.

DS P INS : ~ 18のものと同じ.

EPNAME 指示K従いノごラメータ fileから各

種震央地名要素を撰出し，これを display しそのな

かから適当なものを operatorvc撰び.出させながら

完全な震央地名を作り出すためのもの，サブノレーテ

ンTOSDSP，DSPINS， KEYINS， NMP-

ICK， RENAMEが必要.

ILIST: ~ 6で作成Lた震度別観測点 fi leの

内容を読出し，震度表を自動編集するためのもの.

JOHOBN : ~5 で作成した震源要素，震度別観

測地点 fileやパラメータ fileから必要な情報を取出

し， EPNAMEで作った震央地名などととも K必要

な情報文を対話型式で作り出すためのもの.サブノレ

ーチンDSPINS，TOSD"SP， CONFRMが必

要.

KEYIN S : graplic display key boardから 2ク

タの数字を取込みCPUvc記憶させるためのもの.

サヲルーチンTOSDSPが必要.

MESSAN: ~ 19のものと同じ@

NMPICK:指示された県名番号から対応する県

名を呼出すためのもの.

NUMB E P graphic display key boardから取

込んだデータを整数型データ K変換するためのもの.

サブルーチンTOSDSPが必要。

PRTOUT 編集した情報文を 5部，ラインプ

リンタに出力させるためのもの.

RENAME 震央地名再作成を指示するmess-

ageをdisplayするためのもの.

WARNG ~ 18のものと同じ.

WARNIN : ~ 18のものと同じ.

~22.定常験測プログラム

ペンレコーダに出力された地震記録を，震源要素

要素計算と波形データ編集のために行なう定常的験

測作業を実行するためのもので，次の 4サブノレーチ

ンから構成されている.

EXTOUT : RINPTRで験測した結果を， D 

CT中の対応する地震に関する情報を参照しながら

調整・変換(時間を点数vc)して disc中のある file

k記録させるためのもの.

RINTPR:X-Yリーダに貼付されたペンレコ

ーダ記録紙忙対してそれぞれ，記録紙番号と基準分

マーク位置を先ず指示させ，引続いて位相名と各記

録上の対応する発震時点の指示させ，必要な情報を

CPUvc残すためのもの. ~ 18のSMREAD と大

体同じであるが，このサブルーチンでは位相X，記

録継続時間P--Fも験誤Ij可能である. このサブノレー

チン中氏使用している 2つの表は，ペンレコーダへ

の記録出力観測点を変えた場合，それにあわせて修

正する必要がある.もちろん，管区気象台毎Kこれ

らの表の内容は異なる. とのサブルーチン中 MST

と呼ばれている表Kは， SIPの中氏収納されてい

る観測点K対応する地震観測表整理番号の表(東京

管区気象台の場合は，東海地震観測網テレメータ記

録関連の観測点整理番号も含まれている)， NSTと呼

ばれている表には各ペンレコーダK出力される観測

点が， MST表の何番目K入っているかを表わす数

字が入っている.サブノレーチンTOSDSP，RE-

ADXY， RQSTAN，WARNG， EXTOUTが

必要.

RQSTAN ， WARNG は ~18で使用のものと同
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~ 23. 定常震源要素計算プログラム

~1lの手順で作成した験測結果，緊急震源決定用

データ，文は地震課データ処理係が震源要素計算K

使用する地震観測カードなどを使って震源要素を求

めるためのもので，データ処理係で現在使用中のプ

ログラムと同じアノレゴリズムで、書かれている.第 1

近似の震源要素がgraphicdisplayを使って対話型式

で求められるようになっている点が上記のプログラ

ムと異なる. このプログラムは，次の17サブルーチ

ンから構成されている.

ABCRD パラメータ file (fC収録されている各

地点の方向余弦-CA，B ，C) ，地点名などをCPU

K取込むためのもの.最大200地点まで読込める.

COEFNE 最小自乗法正規方程式(未知数3)

を解くためのもの.

DENPO file(fC収録されている緊急験測結果

や電報データをCPUVL取込んで震源計算準備をする

ためのもの.

DISKIN : ~ 11の手順で求め discのある fileVC

収録されている， P， 5 ， P--FなどのdataをCUP

K取込んで震源要素計算準備するためのもの.

EPDET 第1近似震源要素を最小自乗法で修

正するためのもので 3地点で4つ以上のP又はS

の発震時が必要.アノレゴリズムはデータ処理係定常

震源要素決定のそれと全く同じ.サブルーチン

TTREAD， FRSTAP， INTRCT， GEIG-

ER. SOLVNEが必要.

FRSTAP 第 1近似の震源要素を求めるための

のもの(市川， 1978参照).サブルーチンTTREAD

TMDST， COEFNEが必要.

GEIGER :最小自乗法(¥，、わゆる Geigerの方

法)の正規方程式の係数を求めるためのもの.サフe

jレーチンCOEFNEが必要.

INPUT 地震観測カードの内容を取込み，震

源要素計算の準備をするためのもの.

INTRCT graphic display (fC P--S円又はP

円を displayし， 対話型式で第 1近似の震源要素を

求めるためのもの.サブルーチン IXIYRD，

GCQLOR， TOSDSP， MAP1， FRSTAP， 

TTREAD， TDCON， XYDGRが必要.

IXIYRD : ~ 19のものと同じ.

MAGC 地震の規模計算のためのもので，デー

タ処理係で使用しているサヲルーチンと全く同じも

の.

MAGPF : P--Fから地震の規模を決めるため

のもの(市川ら， 1982). 

OMCPLT:O-C図をラインプリンタ K出力す

るためのもの. データ処理係で使用しているものと

全く同じ.地震の規模もこのサブルーチンのなかで

計算する. サブノレーチンMAGC，MAGPFが必要

SOLVNE 未知数3個の最小自乗法正規方程

式を解くためのもの.

TMDST :P又はSの伝播時聞から，与えらえ

た震源の深さに対する震央距離dを求め，対応する

cos L1を求めるためのもの.

TTREAD パラメータ file中の任意の深さの

走時表をCPU(fC取込むためのもの.

TDCON : P又はSの発震時 origintimeを

与えて震央距離L1C単位Km)を求めるためのもの.

TOSDSP，MAP1， GCOLORは特殊ユティ

リティサブルーチンである.

~2 4. 波形編集・伝送プログラム

X-yリーダKよる験担Ij結果と discVC収録されて

いる波形データを結果編集しこれをC'-ADES S (fC 

伝送するための準備を行なう.この作業は，次の 2

つのの独立したプログラム氏よって行なわれる.

波形編集プログラム

このプログラムは択のサブルーチンから構成され

ている.

CHICON 本計算機ジステムでは文字型デー

タとして disc(fC書き込んだものを浮動小数点，又は

整数型データとして取出すと不都合が発生すること

があるので，文字型，データは整数型あるいは浮動小。

数点型陀変換しておく必要がある。当該サブルーチ

ンは文字型データを 2バイトの整数型データ K変換

するためのもの.

このほかに特殊ユティリティサブルーチンTOS-

DSP， WVTBL， WVRED (これは波形収録 file

から必要な波形を引出すためのもの)， WVWRT

内
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(これは編集波形を予備用波形収録 filevl.仮収録し

ておくためのもの)， HNSEND(仮収録 fileを編

集 filevl.移すためのもの)が必要である.

WVREDを使って，波形収録 fi1eから CPUVl.

取込まれた波形データは， F E Pで常時稼働中の地

震識別プログラムで収録を指示された地点K対し，

l秒 30データづっ地点別にまとめられた形でCPU

K取込まれるしたがってある地点の 3分間のデー

タを編集するため陀は， 180回 discを読まねばなIら

ない.更に，N地点の波形が収録されている場合は

180 xN回discを読まねばならないので， ζの編集

作業Kは相当の時聞が必要である. 1地点のデータ

を編集するのに約 10秒は必要である.

1)で仮収録disc の代りにMTを使うこともでき

る. MTVl.入った波形データを編集 filevl.移すため

のプログラムと同じサブルーチンを必要とする.

g 25. C-ADE S S伝送波形データの処理

上述のよう κ地方中枢で記録した波形データは，

毎日.C-ADESSを通じて全国中枢に伝送される.

この波形データは本庁C-ADESSのdise 内氏到着

順K収録される.したがって，場合Kよっては各管

区のデータが入りまじって disc，vl.収録される可能性

もある.いずれκせよ.C-ADESS内の波形データ

はそのままMTVl.転写され，地震課K持込まれる.

このMTの内容は先ず，地震謀の自動験測装置を

使って，管区気象台別に分類され別のMTVl.記入さ

れる(これは現在のいわゆる B-MT vl.相当する).

次氏このB-MTの内容をDA変換し 4チャンネル

ペンレコーダにその結果を出力する. この記録は現

在のピジグラフによる地震記録紙に相当し，次の自

動験測装置κよる験損Ij結果のチェックの際V(，参考

記録として使用する.

最後vc，管区別ソート波形MTを現在の自動験測

装置Kかけ，各地方中枢で行っ、た験測結果を第 1近

似としてその修正を行い，結果を地震波形と共に

graphic display vl.表示し，験測者の判定を待つ.験

測者の判定結果は，現在同様，月IjのテープK収録さ

れる(¥，、わゆる C-MTが出来る).

全記録Kついての修正験測作業が終了したならば，

C-MTの内容を自動験測装置の on-linecard punch 

を使ってカード化する.同様K カード化された59型

地震計記録験測結果と併用して，震源要素計算を行

ない.その結果を，即日，各地方中枢K還元する.

地方中枢から伝送された験測結果の修正は，現在

使用中の自動験測結果チェック用プログラム(市川，
本-

1980)を手直ししたもので行なう(新プログラムと

呼ぶ).

Fig.16は現在の自動験損Ij装置を使って P波発震

時を験測した結果(T)を基準κして， X-yリーダ

による験測結果 (TXy)，これを新プログラムで修

正した結果 (TXy ， ) ，さらKこれを験制者がチェ

ックして得られた結果 (TXYりを比べた結果を示す.

この図KはTXy-TXY'" TXy'-TXY"の結果も示

してある. Tab.5はこれらの統計結果の詳細である.

X-yリーダKよる験測精度は土 0.5秒程度，ま

た，新プログラムによる自動修正験担Ij結果と現在の

手順による差異の標準偏差は士 0.3秒程度，さらに

験測者が checkした場合のそれは土 1/4秒程度であ

る.いずれの場合も統計的に有意な系統的差異は存

在しない.

現在の方法での験損Ij結果と新プログラムを使って

験担IJ者がチェックした場合のそれとの聞の差異K対

する標準偏差が士 1/4秒と意外に大きいのは，この比

較がP波の立上がりが不明瞭な場合も含めて行なわ

れたこと Kよるもので，立上がりが明瞭の場合は良

く一致している. ¥， 、L、かえれば eP， 場合によっ

てはPvc対する立ちあがりの判断の個人差は1J3秒

程度であることを示唆するものである.

S 26. X-yリーダの仕組み

勿論，本システムを構成するどの装置K故障が発

生しても，上記の各作業の実行は不可能となるが，

X-yリーダと graphic dis playは最もひんぱんK

使用される重要な装置である. ところで，伺の変哲

もない一枚の板の上K記録を貼付し，十字カーソノレ

付の digitizerのボタンを押すだけで，作業内容の指

示や，英文字，数字がどのよう Kして CPUvl.伝達

されるのであろうか.

X-yリーダの tabletの内側vl.0.1rrnn幅の網が

張られ，十字カーソノレのボタンを押したとき，縦・

・修正は地震予知情報室の塚越氏の協力Kよる.
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Fig.16. Frequency distribution of arrival times extracted by various procedures. 

T: arrival time of P waves extracted by the routine procedure， T x y arrival tirne of P extracted 
using an X--Y digitizer， T Xy' : arrival tirne of P revised automatically by a computer. .The 
original arrival time was extracted using an X-Y digitizer. TXY" : arrival time of P revised by 

an operator and a computer. 

Tab.5. Mean and standard C t1T) deviation (J for differ-

ences t1T in arrival times obtained by various 

method Crefer to Fig. 16). 

N : Number of data used in the statistics. 

JT 
IJTI豆1.0S I JT I ~ 1.5 s I JTI孟 2.0s 

N JT σ N JT σ N JT σ 

TXY -T 387 0.08 s 0.458S 417 0.11.S 0.552S 437 0.11 s 0.656 s 

TXY' -T 411 0.00 0.332 424 0.01 0.399 I1 437 0.03 0.501 

T Xy" -T 430 0.04 0.243 440 0.02 0.308 442 0.02 0.328 

TXY -TXY" 746 0.05 0.443 809 0.08 0.543 839 0.09 0.630 

TXY' -TXY" 764 -0.01 0.330 798 0.01 0.418 i 830 0.04 0.543 
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Fig.17. A menu， reference I ine for interpretation of 
seismograms and ori只inof coordinates on an 

X-y digitiz巳rt ablet， and close‘up of th巴menu・

横何番号の網目の近く κ十字カーソノレの交点があっ

たか読取り，その値を CPUvc伝える仕組氏なって

L 、る.

したがって， tabletの上下，左右の縁K近いとこ

ろに十字カーソルを置いてボタンを押しても，座標

は読取られない.十字カーソ jレを少しづっ動かしな

がらボタンを押して行くと，あるとこるで， X=O.O 

Y=O.O のところが出てくる. この位置が網目の原

点である.この点を基準にしてX，Yの値がO.1 rrnn 

単位で測定される.

験測作業の場合は，y= 70crnの直線Kベンレコ

ーダ記録紙第 1チャネノレの O線を置けば，y= 0か

ら何線から何線までのYは，幾チャンネノレ目の記録

で;あるかわかるよう Kプログラムが作られている.

時間は記録紙の分マークの位置(この位置は，その

分マークが何時何分であるか指示した直後K十字カ

ーソノレで取込み CPUκ記憶されておく)からの相

対的差異で求めることができる.

menuから英文字や数字の取込み，あるいは指示の

伝達が行なわれる仕組は，十字カーソノレから取込ま

れたX，Y座標から，それが横 3crnづつに仕切られ

た何番目の箱K入っているか，その箱が英文字の場

合はどの文字vc，数字の場合なら何vc，また指示事

項ならばイ可Kなっているか，プログラムK組込まれ

ているので，英・数字の読取り，指示事項の解釈が

できるのである.

そこで，験測作業の場合は，なるべく Y=70crnの

基準線に記録線の 1チャンネノレの O線を正しく合わ

せることが必要である.発震時点を指示する場合は

なるべく O棋の近くの点を使用すべきである.5の

験測の場合 o線から余り離れた点をカーソルで指
示すると，他の観測点のSとして取込まれる恐れが

あるので注意すべきである.menuを使用する場合も

同じよう vc，各箱の境界は避けなるべく中心付近を

カーソルで指示することが望ましL、J

~2 7. 非常報自動伝達テストの結果

昭和56(1981)年9月24日，同 10月1日および昭

和 57(1982)年1月 11日K非常報自動伝達の総合テ

ストを行なった.テストの結果はおおむね良好であ

った (Tab.6参照)• 

この表からわかるように，地震課から発信し・た各

種非常報は殆んど同時VCL-ADESSvc受信され， C-

ADESSへはこれを 1--2秒後に送信している. ま

た玖端末官署へも早い所で2秒後，おそくとも30秒

後にはL-ADESS受信電報を送信している.

Tab.6. Time used in transmittmg vanous 

tsunami warning messages and em-

ergent seismic telegrams. 

N: Number of characters transmitted 

Rec巴ived 1'ransmitted time 
Message 

11m巴 F'i rsl Last 

ツ ナ 、、、 02h01m58s 02h02mOOs 02h02m25s 

02 05 12 02 05 12 02 02 36 

02 03 18 02 03 21 02 04 21 

02 07 36 02 07 41 02 08 38 

ツクホワツナミ 02 01 43 02 01 44 

02 03 05 02 03 06 

02 04 57 02 04 58 

02 07 22 02 '07 24 

ユウセンツナミ 02 01 54 02 01 55 

02 03 14 02 03 29 

02 03 14 02 00 47 

02 01 54 02 07 21 

02 05 08 02 05 14 

02 07 32 02 07 37 

ムセンツナミ 02 02 02 02 02 30 

02 03 22 02 03 36 

02 05 15 02 05 47 

02 07 42 02 08 15 

シングン 02 02 07 02 02 10 

エンチツナミ 05 04 10 05 04 10 

05 09 15 05 09 16 

02 11 48 02 11 48 

02 14 50 02 14 51 

ケンソク 02 17 45 02 17 57 02 19 41 

N 

46 

64 

45 

64 

432 

326 

528 

458 

468 

448 

461 

481 

466 

519 

78 

66 

78 

87 

66 

92 

73 

100 

86 

44-46 
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現在，ツナミ電報の場合，地震課から有線通信課

K非常報頼信紙を持参し，警報を打電しているので

非常報が送信されるまでには4--5分は必要である.

これが2--3秒K短縮できるのであるから，新シス

テムの効果は抜群である.

今後の問題として，回線の都合上，新システムで

も非常報を打電送信しなければならない官署がある

が，これを自動化することや，非常報の利用度を考

慮して可能ならば海岸付近の官署から送信を開始す

ることなどがある.

~2a むすび

永年の夢であった 67型・ 76型地震計のテレメー

タ化や地震データの即日処理，緊急震源決定・津波

警報業務の機械化が現実のものとなった.実際忙この

システムが動き出してみなければ，その成果を云々

することはできないが，少なくとも，半年以上に及

ぶ試験運用の結果からは，所期の成果が得られてい

る.

とは言え，ハードウエア的K も.またソフトウエ

ア的Kも(ユーザプログラムばかりでなく，業者作

成のユティリティプロ・グラム， ドライノミ-VLも)改

良の余地が無いわけではない.

謝辞本システム，特Kソフトウエアの開発に当

り予報部有線通信課・通報課の関係者から数多くの

援助・助言を賜った. また，観測部地震謀関係者か

らもまた多くの有益な助言を頂いた.

さらVL，東京芝浦電気株式会社電算機事業部や日

立製作所の関係者からも絶大な援助を賜った.

C-ADESSによる地震波形伝送やトリガーに関す

る調査・研究の大部分は，福岡管区気象台内池浩生

主任技術専門官と協同で行った文部省科学研究費

(自然災害特別研究:責任者 東北大学鈴木次郎教

授)VLよるものである.

ここ K記して感謝の意を表する次第である.
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